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は じめに   

前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しまれ愛され  

る邁進の山であります。とりわけ、赤城山南麓は、その悠々と裾野を広げる台地を中  

心として、岩宿遺跡に代表されるように遠い旧石器時代から現在まで人々のさまざま  

な生活が繰り広げられました。   

古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳など  

の初期古墳をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛  

野の国の中心地として栄えました。また、総社古墳群が築かれた総社・元総社地区に  

は山王廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の律令中枢施設が次々に造られま  

した。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が縞をけずった地とし  

て知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東四名城の一つ  

に数えられる厩橋城が築かれました。   

近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって一番乗りし  

たのが、前橋の糸商人でした。前橋藩は、藩をあげて蚕糸に力を注ぎ、我が国初の製  

糸の機械化に取り組みました。生糸により、横浜と前橋が結ばれ、文化交流が始まり  

ました。このように本市は、まさに、歴史性豊かなまちです。  

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群（8）～（12）は古代上野国の中枢地域の  

調査であります。推定上野国府域に隣接することから多くの注目を集めております。  

今回の調査では、「国府のマテ」を形成する集落のほか、千桐谷戸遺跡に代表される漏  

斗型耳飾りを出土した縄文晩期後半の住居臥古代大洋の北側から検出された大型掘  

立柱建物跡1棟、鳥羽遺跡の対岸から検出された緑粕陶器群、また、中世の館跡など  

豊富な資料が発見されました。残念ながら、現状のままでの保存が無理なため、記録  

保存という形になりましたが、今後、地域の歴史を解明する上で、貴重な資料を得る  

ことができました。   

最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や各方面の  

ご配慮の結果といえます。また、炎天下や寒風の中、直接調査に携わってくださった  

担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。   

本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成19年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  根 岸  雅   



例  口  

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社遺跡群（8）発掘調査報告書である0  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調 査 場 所 群馬県前橋市元総社町1784－1ほか  

発 掘 調 査 期 間 平成18年5月15日～平成18年10月12日  

整理・報告書作成期間 平成18年12月16日～平成19年3月22日  

発掘・整理担当者 近藤雅順・阿久澤真一（発掘調査係員）  

4．本書の原稿執筆・編集は近藤・阿久澤が行った。なお、縁柚陶器の観察およびまとめの作成にあたっては糊   

群馬県埋蔵文化財調査事業団の神谷佳明氏の御教示を得た。記して感謝の意を表したい。  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。  

後藤進一・佐藤佳子・下境 弥・下境米治・関根その子・曽我 仁・内藤 旭・長山桜夜子・西山勝久・  

西山光彩・町田妙子・町田敏彦・峰岸あや子  

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

凡  例  

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1＝2軋000地形図（宇都宮・長野）、1＝25，000地形図（前橋）、1：6，000前橋   

市税形図を使用した。  

3．本遺跡の略称は、18A130－8である。  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

H・・・古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡 0…落ち込み状遺構 W…溝跡 D・・・土坑   

P…ピット  ト・・井戸跡  A…道路状遺構  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。   

遺構  全体図…1：200・1：400  

住居跡・土坑・ピット・井戸跡・・1：60 溝跡…1：40・1：60・1：80・1：120・1：160  

竃平・断面図…1：30   

遺物 土器・・・1／3 石製品…1／2 鉄器・鉄製品‥・1／2・1／3 瓦…1／2・1／6  

6．計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。   

◎…非常にあり、○…あり、△＝・ややあり、×…なし   

なお、セクション注記と遺物観察表の色調について新版標準土色帳（小山・竹原1967）を基準とした0  

8．遺構平面図の一＝……は推定線を表す。  

9．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。   

遺構平面図 粘  土…⊂＝二＝］ 焼  土・・・E三＝三≡コ   

遺構断面図 構 築 面…以刻   

遺物実測図 須恵器断面…＋ 灰柚陶器断面」・三⊥」  

緑粕陶器断面…「：・：・：・＝ 煤 付 着…m  

灰粕陶器表面‥・叩  

粘 土 付 着…「 「   

漆 付 着‥・監慧宝慧 いぶし焼成表面…［  】  

銅 付 着‥・r郡 鉄 付 着…蛙班責…詞  

10．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  
AsB （浅間B軽石：倶給火山・浅間山、1108年）  

HrFP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

HrFA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

AsC （浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）  
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Ⅰ 調査に至る経緯  

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、7年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成18年4月19日付けで、前橋市長 高 木 政 夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴  

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委貞会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で  

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅に対し、調査実施を協議し、調査団はこれを受諾した。平成  

18年5月1日、調査依頼者である前橋市長 高 木 政 夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅と  

の間で、本発掘調査の委託契約を締結し、5月15日に現地での発掘調査を開始するに至った。   

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（8）」（遺跡コード：18A1308）の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事  

業名を採用し、数字の「（8）」は過年に実施した調査と区別するために付したものである。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境  

1遺跡の立地  

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川左岸、東部の  

広瀬川低地帯という4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の  

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推  

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって  

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比  

高3m～5mを測り、段丘屋上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約2．5kmの地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東へ約  

0・5kmの所に上野国総社神社があり、西方約0．5kmには関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側  

には国道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これら  

の幹線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったと  

ころに位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。  

2 歴史的環境  

本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ  

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴  

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地  

－1 －   
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Fig．1元総社蒼海遺跡群位置図  
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域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検  

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。   

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも  

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円郡にそれぞれ石室  

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え  

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳  

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、  

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この  

寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考  

えられている。これらから、この地が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい  

た様子が窺える。なお、平成18年度から5カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査」が実施され、平成18年度で  

は「講堂」の版築基壇や「回廊」の北東礎石が確認された。   

奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・  

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国  

府は、元総社地区に置かれたとされる。   

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、「囲厨」・「曹司」・  

「国」・「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の据立柱建物跡と考えられる柱  

穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検出された  

閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群（7）（9）（10）【（9）（10）は平成18年度調査実施】と南北方向の溝跡が検出され  

た元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは官人  

の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）、緑和陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっ  

ている。   

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本  

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の  

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平  

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝  

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分  

僧寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。   

また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－640E方向の東山道（国府ルート）があるこ  

とが推定されている。さらに、推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長し  

たものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機  

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の  

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続  

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく  

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。  
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Tab．1元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺 跡 名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

ロ  元総社蒼海遺跡群（8）   2006  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）  1980′）88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   （1999）  奈良：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   （1974）  古墳：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

田  日高道（推定）  

ロ  王山古墳   1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

8  蛇穴山古墳   1975  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳二円墳（7C初）   

11  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末～7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古墳   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元総社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

田  産業道路東遺跡   1966  縄文：住居跡   

16  産業道路西遺跡  縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  日高遺跡（事業団）   1977  弥生二水田跡・方形周浦墓・住居跡・木製農耕具、平安：条里制水田跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～ⅠⅤ（高崎市）  1979′～81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

20  上野国分僧寺・尼寺中間地  1980′「、ノ83  縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周滞墓、古墳二住居跡、奈良・平安：  

域（事業団）  住居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・溝状遺構・道路状遺構   

田  清里南部遺跡群・ⅠⅠⅠ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

22  中島遺跡   1980  奈良・平安：住居跡   

23  下東西遺跡（事業団）   1980／）84  縄文：屋外埋碧、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物  

跡・柵列、中世：住居跡・溝跡   

24  国分境遺跡（事業団）   1990  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  
．■■．■▼■■．■■■■．■■■■  

国分境ⅠⅠ遺跡   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

国分境ⅠⅠⅠ遺跡（群馬町）   1991  古墳・：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土壌墓   

25  元総社明神遺跡Ⅰ～ⅩⅠⅠⅠ  1982～96  古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安二住居跡・溝跡・大形人形、中世：住居  

跡・満跡・天目茶碗   

26  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文二土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡   

27  鳥羽遺跡（事業団）   1978～83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿跡）   

28  閑泉極道跡   1983  奈良・平安二構跡（上幅6．5～7m、下幅3．24m、深さ2m）   

29  柿木遺跡・ⅠⅠ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・溝跡   

30  草作遺跡   1984  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

31  桜ケ丘遺跡  弥生：住居跡  
■，‾‾■‾■‾‾‾■‾■‾■‾‾■■■■●●■■●▼■■■■■●■■■■■▲■▼■▲■■一■一■■一▲一▲▲▲■一■▼一●■■■▲■■●●■  

総社桜ケ丘遺跡・ⅠⅠコ旦跡  1985，87           奈良・平安：住居跡   

32  閑泉樋商連跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安二構跡   

33  後疋間遺跡Ⅰ～ⅠⅠⅠ（群馬町）  1985・r－、一87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

34  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

35  寺田遺跡   1986  平安二溝跡・木製品   

36  天神遺跡・ⅠⅠ遺跡   

37  屋敷遺跡・ⅠⅠ遺跡   1986，95  古墳：住居跡、平安二住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷ⅠⅠ・1ⅠⅠ遺跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑   

39  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

40  堰越ⅠⅠ遺跡   1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・ⅠⅠ遺跡  1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   
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番号   遺 跡 名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

43  熊野谷遺跡   1988  縄文     溝跡  
熊野谷ⅠトⅠⅠⅠ遺跡   1989  平安  

44  元総社寺田遺跡Ⅰ～ⅠⅠⅠ（事  1988～91  古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・        溝跡・人形・斎串・墨書土器、中世ご  
業団）  構跡   

45  1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡  

46   1992／）  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：        住居跡、中世：掘立柱建物跡・地下式  
2000  土坑・溝跡   

47  元総社稲葉遺跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

48  1996  古墳：住居跡、平安：住居跡  

49   1998  平安：水田跡  

53  元総社西川遺跡（事業団）  2000  古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・滞跡   

54  総社甲稲荷塚大道西遺跡   2001  奈良・平安   住居跡・溝跡、中世：畠跡、近世：滞跡  

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠ遺跡   2001  古墳    、、奈良・平安：住居跡・滞跡、      近世：溝跡   

55  

元緬社小見内ⅤⅠ遺跡   

56   

総社閑泉明神北ⅠⅠⅠ遺跡   

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅤ遺跡   

57  元総社小見ⅠⅠ遺跡   

元総社小見ⅠⅤ遺跡   

元総社小見Ⅴ遺跡   

元総社小見ⅤⅠ遺跡   

元総社小見Ⅵl遺跡   

元総社蒼海遺跡群（4）   

58  元総社小鬼ⅠⅠⅠ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安  

構  

元総社草作Ⅴ遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安     居跡、中世：溝跡   

59  元総社小見内ⅠⅤ遺跡   軍002  琴良           中世：土壌墓・掘立柱建物跡・溝跡  

元総社小見内†日通跡   2003  奈良           遺構  
元総社小見内IX遺跡   2004  奈良      跡  
元総社小見内Ⅹ遺跡   2004  

跡・土壌墓  
■一．．．＿．．一．●．一■．■1－一■  

2005  

2002・r）04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、        中・近世：掘立柱建物跡・水田跡・火  
葬茎   

61  

62   2003  縄文：住居跡、奈良・平安     居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡、溝跡  

＊調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。  

＊遺跡名の欄の（事業団）は㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。   



ⅠⅠⅠ調査の方針と経過  

1 調査方針  

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、調査面積は約1，347Ⅰぜである。  

グリッド座標については、国家座標（日本測地系）Ⅹ＝＋44，000・Y＝－72，000を基点（Ⅹ0・YO）とする4  

mピッチのものを使用し、西から東へⅩ34、Ⅹ35、Ⅹ36…、北から南へYl16、Yl17、Yl18…となる。グリッド  

の呼称は北西杭の名称を使用した。   

公共座標については、以下のとおりである。  

・元総社蒼海遺跡群（8） 測点 Ⅹ40・Y220  

旧日本測地系  Ⅹ＝十43120．000  Y＝－72040．000  

世界測地系  Ⅹ＝＋43474．916  Y＝－72331．758   

検出が予想される主な遺構は奈良・平安期の住居跡および古代の溝等であり、調査は、表土掘削・遺構確認・  

方眼杭等設置・遺構掘り下げ・遺構精査・測量・全景写真撮影の順で行うこととした。このうちの遺構確認につ  

ては、基本的にAs－C・HrFP軽石とAs－B軽石が混入する土層を手がかりにした。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡カマドは1／10の縮尺で作  

成した。遺物については平面分布図を作成し、遺物台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッ  

ド単位で収納し、重要遺物については分布図・遣物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過  

本遺跡の発掘調査は、平成18年5月1日に委託業務契約を締結、5月15日より現地調査を開始した。調査地が  

3カ所に分かれているため、便宜上、西からA～C区としA区より調査を行った。5月15日から22日にかけて表  

土掘削を行い、それと平行して鋤簾による遺構確認を行った。A区は畑のため耕作土と遺構面の土を分ける必要  

があり、表土掘削に時間を要した。5月23日に方眼杭打ちとベンチマークの設置を行い、その後の遺構掘り下げ・  

精査開始に及んだ。調査区中央部分は、高い密度で遺構が検出されたうえ、覆土の粘性が強く、乾くと非常に硬  

くなるので調査に時間を要した。精査の結果、竪穴住居跡37軒、溝跡16条、土坑5基が検出された。   

A区と平行して隣接するB・C区では7月11、12日に表土掘削、7月13日に方眼杭打ちを行い、その後の遺構  

掘り下げ・成果開始に及んだ。雨の日が多かったが、水はけのよい土のおかげで順調に調査が進んだ。精査の結  

果、竪穴住居跡9軒、溝跡3条、土坑6基が検出された。また、7月12日～14日には、中学生の職場体験学習を  

行った。   

8月10日にラジコンヘリによる調査区全景空中撮影を行った。8月11日から遺構構築状況等の調査を行い、8  

月31日から9月4日にかけて埋め戻しを行った。その後A区の一部に駐車場として使用している部分があったた  

め、10月7日から10月11日にかけて調査し、10月12日に埋め戻しを行い、現場での作業は終了となった。  

12月16日より文化財保護課に戻り、出土遺物・図面・写真等の整理作業および報告書作成にあたり、翌年3月  

22日までにすべての作業を終了した。  
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Fig．3 元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図  
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Fig．4 元総社蒼海遺跡群（8）A区全体図   



1基本層序  

北側（A地点）  

L＝122．伽l－  

中央部（B地点）  

仙  

南部（C地点）   

L＝121．Om －＋   

Fig．5 A区基本層序  

本遺跡A区の北側、中央部、南側の地層の堆積は上記の通りである。  

遺跡内の微地形は北から南に向かって次第に低くなる。奈良・平安時代の遺構構築面はⅠⅠⅠ層であるが、北側と南  

側はⅠⅠⅠ層が存在しないのでⅠⅤ層及びⅤ層まで掘り込んで構築されている。なおA区は北側・南側と中央部では色  

調が異なるので、それぞれに記す。  

（北側・南側）  

Ⅰ層 現耕作土  

（中央部）   

Ⅰ層 現耕作土   

ⅠⅠ層 灰黄褐色 粗（10YR4／2）  

締まり○ 粘性△  

ⅠⅠⅠ層 暗褐色 細（10YR3／3）  

締まり○ 粘性○  

As－B混土層  

As－C・Hr－FP浪士層  

AsC泥土層  ⅤⅠ層 暗褐色 微（10YR4／3）  

締まり○ 粘性◎  

Ⅴ層 にぷい黄褐色 細（10YR5／3）  

締まり○ 粘性○  

ⅤⅠ層 暗褐色 微（10YR4／3）  

締まり○ 粘性◎  

Ⅴ層 褐色 細（10YR4／4）  

締まり◎ 粘性○  

ⅤⅠ層 明黄褐 細（2．5Y6／8）  

締まり○ 粘性○   

総社砂層の漸移層  

総社砂層  
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2 遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡   

Hql号住居跡（Fig．6・20、PL．1・10）  

位置 Ⅹ44・45、Y232・233グリッド 主軸方向 N66OLE 規模 東西（1．49）m、南北（4．51）m、壁現高35．O  

Cm。面積（6・23）nf 床面 ほぼ平坦で堅緻な貼り床。南壁に口径24．3cm、深さ12．5cmの土師碧の埋設土器あ  

りo 竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向Nr73D－E。全長180cm、最大幅106cm、焚口郡幅46cm。構築材に粘  

土、凝灰岩を用いる。出土遺物 縄文土器1点、土師器89点、須恵器9点、石類1点。そのうち杯1点を図示。  

備考 時期は覆土や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．6・20、PL．2・10）  

位置 Ⅹ43・44、Y231・232グリッド 主軸方向 N530－E 規模 東西（3．10）m、南北（2．26）m、壁現高21．O  

Cm。面積（6・13）m2 床面 ほぼ平坦で堅級な貼り床。竃 東壁中央に位置する。主軸方向N－600－E。全  

長108cm、最大幅108cm、焚口部幅44cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。貯蔵穴 長径72cm、短径54cm、深さ  

22cmの楕円形。出土遺物 土師器43点、須恵器6点、石類1点。そのうち杯2点を図示。備考 時期は覆土  

や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。  

Hq3号住居跡（Fig．7・20、PL．2・10）  

位置 Ⅹ43、Y231グリッド 主軸方向 N－74OE 規模 東西（0．96）m、南北（1．15）m、壁現高33．Ocm。面  

積（3・15）nf 床面 ほぼ平坦な床。竃 東壁に位置する。主軸方向NL660－E。全長286cm、最大幅166cm、  

焚口部幅84cm。構築材に粘土、凝灰岩、土師聾を用いる。出土遺物 土師器232点、須恵器7点、石類1点。そ  

のうち高台椀1点、璽2点を図示。備考 時期は覆土や出土遺物から8世紀前葉から中葉と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．8・20、PL．3・10）  

位置 X41、Y226・227グリッド 主軸方向 N－690E 規模 東西（1．12）m、南北（3．87）m、壁現高34．0。m。  

面積（3・59）nf 床面 平坦で塁緻な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N70QLE。全長86cm、  

最大幅66cm、焚口部幅40cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 ピット Pl長径38cm、短径30cm、深さ11cm  

の円形。重複 H－36、37と重複しており、新旧関係はH36、37→本遺構の順である。出土遺物 土師器  

203点、須恵器135点、灰粕陶器1点、瓦5点、石類1点、鉄類2点。そのうち高台椀1点、碧2点、鉄類1点を  

図示。 備考 時期は覆土や出土遺物から10世紀前葉と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．6）  

位置 X42、Y225・226グリッド 主軸方向 N－71D－E 規模 東西（1．80）m、南北（3．54）m、壁現高39．0。m。  

面積（3・64）ポ 床面 平坦で堅緻な貼り床。竃 不明。出土遺物 縄文土器1点、土師器34点、須恵器42  

点、瓦2点、鉄類1点。備考 時期は覆土から上限はHr－FP降下以降、下限はAs－B降下以前と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．8・20、PL．3・10）  

位置 Ⅹ40・41、Y224・225グリッド 主軸方向 N820－E 規模 東西（3．26）m、南北（3．70）m、壁現高26．O  

Cm。面積（13・14）扉 床面 堅緻な床面で部分的に落ち込む。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N81。  
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一E。全長70。m、最大幅77cm、焚口部幅32cm。構築材には粘土を用いる。重複 H－12と重複しており、新旧  

関係はH－12→本遺構。出土遺物 縄文土器4点、土師器385点、須恵器288点、灰和陶器6点、瓦14点、石類  

1点、鉄類1点。そのうち杯1点、高台椀1点、璽1点を図示。備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀  

後葉と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig．10・21、PLlO）  

位置 Ⅹ39・40、Y220・221グリッド 主軸方向 N－7lOE 規模 東西（2・28）m、南北（4・00）m、壁現高36・O  

。m。面積（7．04）rn2 床面 ほぼ塁緻な貼り床。竃 東壁中央に位置する。主軸方向N77OpEo全長162cm、  

最大幅86cm、焚口部幅36cm。構築材には凝灰岩・土師碧・粘土を用いる0 重複 H－10、19、30と重複してお  

り、新旧関係はH－30→H－19→H－10→本道構。出土遺物 縄文土器4点、土師器398点、須恵器75点、石類  

3点。そのうち碧3点を図示。備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉と考えられる0  

H－8号住居跡（Fig．9・21・27、PL．3・11）  

位置 Ⅹ42・43、Y226・227グリッド 主軸方向 N－－71。E 規模 東西2・74m、南北3・72m、壁現高6・Ocm。  

面積 9．25m2 床面 ほぼ塁緻な平坦な床。竃 東壁中央寄りに位置する0主軸方向N72OrEo全長98cm、  

最大幅89cm、焚口部幅28cm。構築材には粘土を用いる0 重複 H17と重複しており、新旧関係はHr17→本  

道構。出土遺物 縄文土器6点、土師器1，161点、須恵器764点、灰粕陶器17点、緑粕陶器2点、瓦21点、石類  

7点、鉄類4点。そのうち杯1点、高台椀3点、聾2点、羽釜1点、緑和陶器1点を図示。備考 時期は覆土  

および出土遺物から10世紀前葉から中葉と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig．9、PL．3）  

位置 Ⅹ40、Y224グリッド 主軸方向 N930rE 規模 東西（1．32）m、南北（2・54）m、壁現高21・Ocmo 面  

積（1．58）鯉 床面 堅緻な貼り床。竃 不明。重複 H16と重複しており、新旧関係はH－16→本道構0  

出土遺物 縄文土器1点、土師器58点、須恵器29点、灰粕陶器2点、瓦2点。備考 時期は覆土と重複関係か  

らHr－FP降下以降から9世紀代と考えられる。  

H－10号住居跡（Fig．10・22、PL．1・11）  

位置 Ⅹ39・40、Y220・221グリッド 主軸方向 N－74㌔E 規模 東西（2・72）m、南北（3・55）m、壁現高39・O  

cm。面積（5．49）nf 床面 堅微な床。竃 東壁南寄りに位置する0主軸方向N78㌔－Eo全長90cm、最大  

幅84。m、焚口部幅47cm。構築材には粘土を用いる。重複 H－7、11、19と重複しており、新旧関係はH‾11  

→H－19→本遺構→H－7。出土遺物 土師器248点、須恵器68点、瓦2点、石類2点。そのうち蓋1点、杯1  

点、高台椀1点、碧2点を図示。備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉と考えられる0  

H－11号住居跡（Fig．10・22、PL．1・11）  

位置 Ⅹ39・40、Y221グリッド 主軸方向 N－830E 規模 東西［2．40］m、南北［1・96］m、壁現高24・Ocmo  

面積（4．33）正 床面 地山を床としている。竃 東壁中央南寄りに位置する0主軸方向N690－Eo全長83  

cm、最大幅67cm、焚口郡幅38cm。構築材には粘土を用いる0 重複 H－10と重複しており、新旧関係は本道構  

→H－10。出土遺物 縄文土器2点、土師器106点、須恵器37点0そのうち杯1点、高台椀1点を図示0 備考  

時期は覆土および出土遺物から8世紀後葉から9世紀初頭と考えられる。  
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H－12号住居跡（Fig．11・22、PL．11）  

位置 Ⅹ41、Y224・225グリッド 主軸方向 N58OE 規模 東西（3．16）m、南北（4．18）m、壁現高41．Ocm。  

面積（11．65）nl2 床面 平坦な床面。竃 不明。 ピット Pl長径38．Ocm、短径54．Ocm、深さ15．5cmの円  

形。重複 H－6、13と重複しており、新旧関係は本遺構→H¶6、13。 出土遺物 縄文土器1点、土師器  

144点、須恵器66点、灰和陶器2点、瓦2点、石類1点。そのうち杯3点を図示。備考 時期は覆土および出土  

遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－13号住居跡（Fig．11・22、PL．11）  

位置 Ⅹ41、Y223・224グリッド 主軸方向 N71ロE 規模 東西（2．10）m、南北（3．80）m、壁現高40．Ocm。  

面積（6．73）rrj 床面 平坦な床面。 竃 不明。 ピット Pl長径90．Ocm、短径88．Ocm、深さ16．5cmの円  

形。P2 長径52．Ocm、短径49．Ocm、深さ17．Ocmの円形。重複 H－12、14と重複しており、新旧関係はH14  

→H－12→本遺構。 出土遺物 土師器371点、須恵器222点、瓦14点、石類1点、鉄類5点。そのうち杯2点、  

高台椀1点、賓1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀前葉と考えられる。  

l‾『■   

H－14号住居跡（Fig．11）  

位置 Ⅹ41、Y223・224グリッド 主軸方向 N69O－E 規模 東西［1．50］m、南北［3．45］m、壁現高40．Ocm。  

面積（2．70）ぱ 床面 平坦な床面。竃 不明。重複 H13と重複しており、新旧関係は本遺構→Hl13。  

出土遺物 土師器25点、須恵器15点、瓦2点。備考 時期は覆土および重複関係から9世紀中葉と考えられる。  

H－15号住居跡（Fig．8・23）  

位置 Ⅹ43・44、Y229・230グリッド 主軸方向 N－870E 規模 東西（2．36）m、南北（4．20）m、壁現高48．O  

Cm。 面積（4．66）nf 床面 聖教な貼り床。 竃 不明。 ピット Pl長径44．Ocm、短径（15．Ocm）、深さ  

14・Ocmの楕円形。出土遺物 縄文土器3点、土師器418点、須恵器32点、石類3点。そのうち碧2点を図示。備  

考 時期は覆土および出土遺物から8世紀前葉から中葉と考えられる。  

H－16号住居跡（Fig．9・23、PL．3・11）  

位置 Ⅹ40、Y224グリッド 主軸方向 N－870E 規模 東西（0．94）m、南北［2．48］m、壁現高63．Ocm。面  

積（1・31）戯 床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－80ローE。全長134cm、最大幅100  

Cm、焚口部幅45cm。構築材には粘土を用いる。 重複 H9と重複しており、新旧関係は本遺構→H－9。  

出土遺物 土師器2点、須恵器4点、瓦2点。そのうち杯3点を図示。備考 時期は覆土および出土遺物から  

9世紀中葉と考えられる。  

H－17号住居跡（Fig．12・23・27・29、PL．5・12・16）  

位置 Ⅹ31・32、Y226・227グリッド 主軸方向 N67O－E 規模 東西4．10m、南北4．52m、壁現高44．Ocm。  

面積17・81rn2 床面 堅微な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向Nn760LE。全長152cm、最大幅  

99cm、焚口部幅48cm。構築材には凝灰岩・瓦・粘土を用いる。 重複 H8、34、35、37と重複しており、  

新旧関係はH－34、35、37→本遺構→H－8。 出土遺物 縄文土器5点、土師器794点、須恵器353点、灰和陶  

器3点、緑柚陶器1点、瓦53点、石類6点、鉄類3点。そのうち杯1点、高台椀1点、碧2点、緑粕陶器1点、  

瓦7点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀後葉と考えられる。  
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H－18号住居跡（Fig．11）  

位置 Ⅹ40・41、Y219・220グリッド 主軸方向 N－94OE 規模 東西（2．02）m、南北（3．96）m、壁現高42．O  

cm。 面積（6．43）鯉 床面 堅緻な貼り床。 竃 不明。 重複 H－19、20と重複しており、新旧関係はH  

－19→H20→本遺構。 出土遺物 縄文土器2点、土師器69点、須恵器51点、瓦1点、石類1点。そのうち灰  

柚陶器高台椀1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀代と考えられる。  

H－19号住居跡（Fig．13・23・29、PL．4・12）  

位置 Ⅹ39～41、Y220・221グリッド 主軸方向 N－6lO－E 規模 東西（3．14）m、南北（4．46）m、壁現高43．O  

cm。 面積（14．58）m2 床面 堅緻な貼り床。 竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－68OrE。全長69cm、  

最大幅104cm、焚口部幅40cm。構築材には粘土を用いる。 貯蔵穴 長径40．Ocm、短径38．Ocm、深さ22cmの円形。  

重複 H7、10、18、20、30と重複しており、新旧関係はH－30→本遺構→H－7、10、18→H－20。 出土  

遺物 縄文土器7点、土師器193点、須恵器49点、瓦2点。そのうち杯3点、瓦1点を図示。備考 時期は覆土  

および出土遺物から9世紀前葉と考えられる。  

H－20号住居跡（Fig．11・23、PL．12）  

位置 Ⅹ40、Y219・220グリッド 主軸方向 N－590－E 規模 東西［3．17］m、南北［2．13］m、壁現高33．Ocm。  

面積（4．89）正 床面 堅緻な貼り床。 竃 不明。 重複 H18、19と重複しており、新旧関係はH－19→  

本遺構→H－18。 出土遺物 土師器20点、須恵器29点、瓦1点。そのうち高台椀1点を図示。 備考 時期は  

覆土および出土遣物から9世紀代と考えられる。  

H－21号住居跡（Fig．14・23、PL．6）  

位置 X39・40、Y217～219グリッド 主軸方向 N－880－E 規模 東西（2．20）m、南北（4．10）m、壁現高41．O  

cm。 面積（8．15）此 床面 平坦で堅緻な貼り床。 竜 北壁中央に位置する。主軸方向 N－4ローW。全長  

120cm、最大幅77cm、焚口部幅42cm。構築材には粘土、凝灰岩を用いる。旧竃 東壁南寄りに位置する。主軸方  

向Nr900E。全長96cm、最大幅68cm、焚口部幅26cm。構築材には粘土を用いる。 ピット P3 長径31．O  

cm 短径24．Ocm 深さ60．5cmの円形。P4 長径40．Ocm 短径29．Ocm 深さ51．Ocmの円形。P6 長径32．Ocm 短  

径30．Ocm 深さ49．5cmの円形。P7 長径32．Ocm 短径26．Ocm 深さ53．5cmの円形。 重複 H22、24と重複  

しており、新旧関係は本道構→H21、24。 出土遺物 土師器81点、須恵器15点、瓦1点。そのうち坪1点、  

棄1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から7世紀後菓と考えられる。  

H－22号住居跡（Fig．14・23）  

位置 Ⅹ39、Y218・219グリッド 主軸方向 N－71OpE 規模 東西［1．12］m、南北［2．50］m、壁現高49．Ocm。  

面積（1．42）m2 床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－58D－E。全長68cm、最大幅90  

cm、焚口部幅36cm。構築材には粘土を用いる。貯蔵穴 長径54．Ocm、短径36．Ocm、深さ22．Ocmの方形。重複  

H【21と重複しており、新旧関係はH21→本遺構。 出土遺物 土師器26点、須恵器7点。そのうち蓋1点を  

図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀代かと考えられる。  

H－23号住居跡（Fig．13・24）  

位置 Ⅹ42、Y228・229グリッド 主軸方向 N－74OrE 規模 東西（2．26）m、南北（3．86）m、壁現高36．Ocm。  

面積（6．74）rn2 床面 平坦な床。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向Nr700E。全長63cm、最大幅  
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66cm、焚口部幅38cm。構築材には粘土を用いる。重複 W2、3と重複しており、新旧関係は本澤構→W2  

→W3。出土遺物 縄文土器9点、土師器139点、須恵器89点、灰柚陶器1点、瓦3点、石類3点、鉄類1点。  

そのうち杯1点、高台椀1点、高台皿1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉と考えら  

れる。  

H－24号住居跡（Fig．14・24・28、PL．6・12）  

位置 Ⅹ39・40、Y217・218グリッド 主軸方向 N¶620uE 規模 東西3．32m、南北4．24m、壁現高25cm。  

面積12．39Ⅰぱ 床面 平坦でやや塁緻な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－660E。全長57cm、  

最大幅90cm、焚口部幅28cm。構築材には瓦・粘土を用いる。 重複 H－21と重複しており、新旧関係はH－21  

→本遺構。 出土遺物 縄文土器2点、土師器32点、須恵器51点、灰粕陶器1点、瓦11点、鉄類1点。そのうち  

杯1点、高台椀1点、高台皿1点、瓦2点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉から後葉  

と考えられる。  

H－25号住居跡（Fig．15・24・27、PL．6・12）  

位置 Ⅹ45～47、Y236・237グリッド 主軸方向 N－880－E 規模 東西（5．02）m、南北（4．66）m、壁現高16  

Cm。 面積（18．60）鯉 床面 平坦で一部堅緻な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－880  

E。全長113cm、最大幅80cm、焚口部幅33cm。構築材には凝灰岩・瓦・粘土を用いる。 貯蔵穴 長径68．Ocrn、  

短径76．Ocm、深さ80．Ocmの楕円形。 出土遺物 縄文土器1点、土師器313点、須恵器309点、灰粕陶器3点、緑  

柚陶器1点、瓦7点、石類3点、鉄類1点。そのうち杯1点、高台椀1点、高台皿2点、碧1点、緑粕陶器1点、  

瓦1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遣物から9世紀中葉と考えられる。  

H－26号住居跡 欠番  

H－27号住居跡（Fig．13・24・27、PL．6・12）  

位置 Ⅹ50・51、Y240・241グリッド 主軸方向 N－678LE 規模 東西（2．45）m、南北［2．30］m、壁現高15  

Cm。 面積（4．10）nf 床面 やや堅緻な貼り床。竃 東壁南に位置する。主軸方向N－708E。全長74cm、  

最大幅65cm、焚口部幅28cm。構築材には瓦・粘土を用いる。 出土遺物 縄文土器5点、土師器71点、須恵器19  

点、縁和陶器1点、瓦2点、石類1点。そのうち杯1点、高台椀1点、碧1点、緑粕陶器1点、瓦1点を図示。  

備考 時期は覆土および出土遣物から9世紀中葉と考えられる。  

H－28号住居跡（Fig．20）  

位置 Ⅹ48、Y241グリッド 主軸方向 不明。 規模 不明。 面積 不明。 床面 不明。 竃 位置不明。  

主軸方向N－1100E。全長95cm、最大幅73cm、焚口部幅38cm。竃の残骸のみ出土で構築材などは不明。出土遺  

物 土師器40点、須恵器15点、瓦2点。そのうち高台椀1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遣物から9  

世紀代と考えられる。  

H－29号住居跡（Fig．9・25・27、PL．13）  

位置 Ⅹ46・47、Y235・236グリッド 主軸方向 N－960－E 規模 東西（2．52）m、南北（4．00）m、壁現高9  

Cm。 面積（5．09）ぱ 床面 平坦な床。 竃 不明。 出土遺物 土師器78点、須恵器124点、灰粕陶器15点、  

緑粕陶器4点、瓦1点、鉄類2点。そのうち杯1点、羽釜1点、灰粕高台椀1点、灰粕高台皿1点、灰粕耳皿1  
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点、緑和陶器4点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀後葉から10世紀前葉と考えられる。  

H－30号住居跡（Fig．13）  

位置 Ⅹ39・40、Y220グリッド 主軸方向 不明。 規模 不明。 面積 不明。 床面 不明。 竃 位置は  

不明。主軸方向N－850－E。全長（46）cm、最大幅（40）cm、焚口部幅不明。火床部のみ出土のため構築材は不明。  

貯蔵穴 なし。 重複 H－7、19と重複しており、新旧関係は本遺構→H19→H－7か。 備考 時期は覆  

土および重複関係から8世紀代から9世紀前葉と考えられる。  

H－31号住居跡（Fig．15）  

位置 Ⅹ49・50、Y241グリッド 主軸方向 N96DE 規模 東西（3．84）m、南北（3．58）m、壁現高41cm。面  

積（13．32）m2 床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N870LE。全長65cm、最大幅70cm、  

焚口部幅30cm。構築材には粘土を用いる。 重複 01と重複しており、新旧関係は不明。 出土遺物 縄文  

土器1点、土師器56点、須恵器199点、灰粕陶器3点、緑柚陶器1点、瓦1点。 備考 時期は覆土と重複関係か  

ら9世紀後葉から10世紀前葉頃か。  

H－32号住居跡（Fig．16・25・27、PL．7・13）  

位置 Ⅹ39・40、Y211・212グリッド 主軸方向 N－63O－E 規模 東西（3．58）m、南北（2．86）m、壁現高35  

cm。 面積（8．77）正 床面 ほぼ平坦だが張ってはいない床。 竃 不明。 重複 W11、12と重複し、新  

旧関係は本遺構→W－12→W11。 出土遺物 土師器105点、須恵器61点、灰粕陶器2点、瓦4点、石類1点。  

そのうち杯6点、聾2点、瓦1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から7世紀後菓と考えられる。  

H－33号住居跡（Fig．16・25、PL．7・13）  

位置 Ⅹ43・44、Y226・227グリッド 主軸方向 N－540－E 規模 東西（4．53）m、南北（4．50）m、壁現高50  

cm。面積（19．05）rrf 床面 やや堅緻な貼り床。＿竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－64O－E。全  

長150cm、最大幅90cm、焚口部幅36cm。構築材には黒褐色粘土を用い、右袖はW－2に上部を壊されている。重  

複 W－2と重複し、新旧関係は本遺構→W－2。 出土遺物 縄文土器18点、土師器318点、須恵器89点、瓦4  

点、石類3点。そのうち杯2点、賓1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から8世紀前葉と考えられ  

る。  

H－34号住居跡（Fig．16）  

位置 Ⅹ43、Y226・227グリッド 主軸方向 N840－E 規模 東西（4．53）m、南北（4．50）m、壁現高50cm。  

面積（2．57）扉 床面 平坦な床面。 竃 不明。 重複 H－17、35と重複し、新旧関係はH35→本遺構→  

H－17。－出土遺物 土師器61点、須恵器6点。 備考 時期は覆土および出土遣物、重複関係から9世紀代と  

考えられる。  

H－35号住居跡（Fig．16・25）  

位置 Ⅹ43、Y226・227グリッド 主軸方向 N850－E 規模 東西（1．02）m、南北（2．38）m、壁現高17cm。  

面積（3．89）鯉 床面 平坦な床面。 竃 不明。 重複 H－17、34と重複し、新旧関係は本遺構→H34→  

H17。 出土遺物 土師器21点、須恵器15点、緑粕陶器1点、瓦5点、鉄類2点。そのうち高台皿1点、瓦1  

点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

－16   



H－36号住居跡（Fig．16・26、PL．13）  

位置 Ⅹ41・42、Y226・227グリッド 主軸方向 不明。 規模 不明。 面積 不明。 床面 平坦な床面。  

竃 位置不明。主軸方向N76㌔－－E。全長106cm、最大幅85cm、焚口部幅28cm。 重複 H4、37と重複し、新  

旧関係はH－37→本遺構→H－4。 出土遺物 土師器73点、須恵器21点、瓦11点。そのうち高台椀1点、賓1  

点、瓦1点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀中葉から後葉と考えられる。  

H－37号住居跡（Fig．16）  

位置 Ⅹ41・42、Y226・227グリッド 主軸方向 NL700－E 規模 東西（2．26）m、南北（4．02）m、壁現高26  

cm。 面積（10．53）正 床面 平坦な床面。 竃 不明。 重複 H－4、17、36と重複し、新旧関係は本遺構  

→H－36、17→H－4。 出土遺物 土師器110点、須恵器58点、瓦2点、鉄類2点。そのうちゴ不1点、高台椀1  

点を図示。 備考 時期は覆土および出土遺物から9世紀代と考えられる。  

■¶  
（2）溝 跡  

W－1号溝跡（Fig．17、PL．7）  

位置 Ⅹ49～58、Y241・242グリッド 主軸方向 N－83O－W 長さ 36．3m 最大幅 上幅4．25m、下幅2．60  

m 深さ110．Ocm 形状等 逆台形 出土遺物 土師器5点、須恵器9点、瓦1点。 備考 流水の痕跡無し。  

時期は覆土からAsB降下以降と考えられる。  

W－2号溝跡（Fig．18・26）  

位置 Ⅹ42～45、Y226～228グリッド 主軸方向 N660W 長さ 9．2m 最大幅 上幅1．26m、下幅0．68m  

深さ 42．5cm 形状等 U字形 重複 H－23、33と重複し、新旧関係はH23→H－33→本遺構の順である。  

出土遺物 縄文土器8点、土師器341点、須恵器198点、灰柚陶器7点、瓦28点、鉄類1点。そのうち杯2点、高  

台椀1点、瓦2点を図示。 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土や重複関係から9世紀後葉以降As－B降下以前  

と考えられる。  

W－3号溝跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ42～44、Y228・229グリッド 主軸方向 N－82O－E 長さ 5．8m 最大幅 上幅2．96m、下幅2．60m  

深さ 60．Ocm 形状等 U字形 重複 H－23と重複し、新旧関係はH－23→本遺構。 出土遺物 土師器80点、  

須恵器23点。 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAs－B降下以降と考えられる。  

W－4号溝跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ40・41、Y222グリッド 主軸方向 N760E 長さ 4．7m 最大幅 上幅1．07m、下幅0．50m 深  

さ 23．Ocm 形状等 U字形 出土遺物 土師器216点、須恵器60点、灰粕陶器4点、瓦7点、石類1点。 備考  

流水の痕跡無し。時期は覆土からHrFP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

W－5号溝跡（Fig．18・26・27、PL．14）  

位置 Ⅹ40・41、Y220グリッド 主軸方向 N－760－E 長さ 5．Om 最大幅 上幅1．72m、下幅1．14m 深  

さ 55．Ocm 形状等 U字形 出土遺物 縄文土器1点、土師器94点、須恵器137点、灰柚陶器5点、緑粕陶器1  

点、瓦4点、鉄類2点、石類1点。そのうち杯2点、璽1点、瓶1点、緑粕陶器1点を図示。 備考 流水の痕  
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跡無し。時期は覆土と出土遺物から9世紀代と考えられる。  

W－6号溝跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ39・40、Y218・219グリッド 主軸方向 N680E 長さ（3．1）m 最大幅 上幅0．42m、下幅0．22  

m 深さ14．5cm 形状等 U字形 重複 H－21と重複し、新旧関係はH21→本遺構。 備考 流水の痕跡  

無し。時期は覆土からAsB降下以降と考えられる。  

W－7号溝跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ39・40、Y219グリッド 主軸方向 N660E 長さ 5．3m 最大幅 上幅0．36m、下幅0．17m 深  

さ 7．5cm 形状等 U字形 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAs－B降下以降と考えられる。  

W－8号溝跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ43・44、Y229～231グリッド 主軸方向 N－3lO－E 長さ 5．3m 最大幅 上幅2．67m、下幅1．88m  

深さ 8．Ocm 形状等 U字形 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAs－B降下以降と考えられる。  

W－9号溝跡（Fig．19・27・28、PL．7・13）  

位置 Ⅹ38～40、Y208～216グリッド 主軸方向 N145OE 長さ10．Om 主軸方向 N－1710－E 長  

さ 24．4m 最大幅 上幅1．10m、下幅0．72m 深さ 50．Ocm 形状等 U字形 出土遺物 縄文土器5点、土  

師器153点、須恵器184点、灰粕陶器20点、緑粕陶器1点、瓦4点、鉄類15点。そのうち杯1点、高台椀1点、鉄  

類1点を図示。 備考 流水の痕跡無し。曲がり角からは焼土粒も多く出土。時期は覆土からHr－FP降下以降か  

らAs－B降下以前と考えられる。  

W－10号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 Ⅹ39、Y209～214グリッド 主軸方向 N－183D－E 長さ 21．9m 最大幅 上幅0．72m、下幅0．48m  

深さ17．Ocm 形状等 U字形 重複 H32、W－11、12と重複し、新旧関係はH－32→Wrll→W12→本  

遺構。 出土遺物 縄文土器2点、土師器31点、須恵器27点、灰和陶器8点、瓦4点、石類1点、鉄類1点。 備  

考 流水の痕跡無し。時期は覆土からHrFP降下以降からAsB降下以前と考えられる。  

W－11号溝跡（Fig．19・27、PL．7）  

位置 Ⅹ38～40、Y208～213グリッド 主軸方向 N－166O－E 長さ 23．1m 最大幅 上幅1．52m、下幅1．00  

m 深さ 42．Ocm 形状等 U字形 重複 W－10、12、13、14、15、16と重複し、新旧関係はW－12→本遺構  

→WulO、16→W－15→W－14→W13。 出土遺物 縄文土器3点、土師器115点、須恵器60点、灰粕陶器9点、  

瓦9点。そのうち杯1点を図示。 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からHrFP降下以降からAs－B降下以前  

と考えられる。  

W－12号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 Ⅹ39・40、Y208～211グリッド 主軸方向 N－1480LE 長さ（11．9）m 最大幅 上幅0．92m、下幅  

0．60m 深さ 31．5cm 形状等 U字形 重複 W－10、11と重複し、新旧関係は本遺構→W－10→W－11。 出  

土遺物 土師器5点、須恵器1点、瓦1点。 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からHr－FP降下以降からAs  

－B降下以前と考えられる。  
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W－13号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 Ⅹ38・39、Y208グリッド 主軸方向 NL8lO－E 長さ（3・2）m 最大幅 上幅1．60m、下幅0．50m 深  

さ 32・Ocm 形状等 U字形 重複 W－11、16、ALlと重複し、新旧関係はW－11→W16→本遺構→A－1。  

出土遺物 縄文土器2点、土師器59点、須恵器35点、瓦3点○ 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAsB降  

下以降と考えられる。  

W－14号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 Ⅹ39、Y208グリッド 主軸方向 N－85DE 長さ 2・7m 最大幅 上幅1．04m、下幅0．40m 深さ  

30・5cm 形状等 U字形 重複 W．15、11と重複し、新旧関係WLll→WL15→本遺構。備考 流水の痕跡  

無し。時期は覆土からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

W－15号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 Ⅹ39、Y208グリッド 主軸方向 N880LE 長さ1．5m 最大幅 上幅0．80m、下幅0．36m 深さ  

11・Ocm 形状等 U字形 重複 W14、16と重複し、新旧関係はW－16→本遺構→W14。備考 流水の痕  

跡無し。時期は覆土からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

W－16号溝跡（Fig．19、PL．7）  

位置 X39、Y208グリッド 主軸方向 N－830E 長さ 2・2m 最大幅 上幅1．04m、下幅0．56m 深さ  

19・Ocm 形状等 U字形 重複 W11、13、14、15と重複し、新旧関係は本遺構→W15→W－14→W－13→  

W－1lo 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

（3）土坑・ピット・落ちこみ   

土坑・ピットについては、Tab．4 土坑・ピット計測表（P22）を参照のこと。  

（4）道路状遺構   

A－1号道路状遺構  

位置 Ⅹ38～40、Y208～215グリッド 主軸方向 N170O－E 長さ 30．5m 最大幅 上幅1．86m、下幅2．07  

m 高さ 6・Ocm 重複 W－10、13と重複し、新旧関係はW－10→W－13→本遺構。出土遺物 土師器47点、  

須恵器27点、灰柚陶器1点、瓦6点、石類2点。備考 時期は覆土と出土遺物からAsB降下以降と考えられ  

る。  

（5）落ち込み状遺構   

0－1号落ち込み状遺構（Fig．18・26・27）  

位置 Ⅹ49～51、Y241グリッド 長径170・8cm 短径92・Ocm 深さ22．5cm。形状等 楕円形 重複 H31と  

重複し、新旧関係は不明0 出土遺物 縄文土器4点、土師器290点、須恵器547点、灰和陶器16点、緑粕陶器13  

点、瓦10点、石類1点、鉄類2点。そのうち杯1点、高台椀1点、璽2点、火舎1点、緑粕陶器13点を図示 備  

考 時期は覆土と出土遺物から9世後菓から10世紀前葉と考えられる。  
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（6）グリッド等出土遺物（Fig．27・28）  

縄文土器12点、土師器483点、須恵器640点、瓦49点、灰柚陶器16点、緑柚陶器4点、鉄類2点、石類6点を出  

土した。そのうち須恵器皿1点、緑粕陶器椀2点。石製品1点を図示。  
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Tab．2 A区住居跡等一覧表  

規模（   団   竃  主な出土遣物  
遺構名  位 置       面積 （m2）  主軸方向  

位 置   周 滞  

H－1  Ⅹ44・45 Y232・233  （1．49  （4．51  35  （6．23）  N－660E  東壁南寄  粘土、凝灰岩    杯、賓  

H2  Ⅹ43・44 Y231・232  （3．10）！・（2．26   21  （6．13）  N530E  東壁中央  粘土、凝灰岩    坪 … 

H3  Ⅹ43 Y231  （0．96  （1．15  33  （3．15）  N740－E  東壁  粘土、凝灰岩、土器    碧  高台椀  

H－4  Ⅹ41 Y226・227  臥＝1  乱閻  軸  （3．59）  N69㌣1E  東壁南寄  粘土、凝灰岩    璧  杯、高台椀  

H－5  Ⅹ42 Y225・226  （1．80  （3．54  39  （3．64）  N－710E  坪、聾  聾、高台椀  

（13．14）  N－828E  東壁南寄   賓  杯、高台椀  

肇  

高台椀、羽釜  

碧  杯、高台椀、蓋  

H11  Ⅹ39・40 Y221  t写‘」柑  tl．加  24  （4．33）  N－83ロE  東壁中央南寄   粘土  杯、高台椀  

血1竜  （4．墟】；ヰ1  十   （11．65）  N58㌔－－E  杯   杯  

（2．10  （3．80  40  （6．73）  N710－E  杯、碧  杯、高台椀  

H－14  Ⅹ41 Y223・224  ［1．50  ［3．45  40  （2．70）  N690－E  

H－15  Ⅹ43・44 Y229・230  ■（乱3掛■  妄叫即  曙  （4．66）  N87㌣－E  璧   蓋  

H－16  Ⅹ40 Y224  （0．94  ［2．48  鞘  （1．31）  N870－E  東壁南寄   粘土  杯   
杯  

Hl17  Ⅹ31・32 Y226・227  4．10  4．52  44  17．81  N－670E  東壁南寄  粘土、凝灰岩、瓦    賓  坪、高台椀  

Hl18  Ⅹ40・41 Y219・220  （2．02  （3．96  42  （6．43）  N940E  

H19  Ⅹ39・一〉41 Y220・221  ■伯．1・4  （1．鵬  ヰ3・■  （14．58）  N－6lOE  東壁南寄   粘土  杯  

H20  Ⅹ40 ．Y219・220  ［3．17  ［2．13  33  （4．89）  N－590E  

H21  Ⅹ39・40 Y217′－、一219  （2．20  （4・可41   （8．15）  N－88ロE  北壁   粘土、凝灰岩    杯、碧  

H22  Ⅹ39 Y218・219  ［1．12  ［2．50］  49  （1．42）  N－710－E  東壁南寄  粘土  
H23  Ⅹ42 Y228・229  比由）  鐘＝恭助  ：描  （6．74）  N－74㌔E  東壁中央南寄   粘土  

H24  Ⅹ39・40 Y217・218   R 3・32‡4・24   25  12．39  Nr620－E  東壁南寄   粘土、瓦    杯  杯、高台椀、高台皿  

H25  Ⅹ45～47 Y236・237  （5可  （4．66）  16  （18．60）  N－88DE  東壁中央南寄  粘土、凝灰岩、瓦  杯、高台椀、高台皿  

H26   欠 番   

H29  Ⅹ46・47 Y235・236  （畢牒■I＝：  1  ：（4，柵I  9．・  （5．09）  N960E  杯、羽釜  

H－31  Ⅹ49・50 Y241  （3．．84）  3．58）  41  （13．32）  N968－E  東壁南寄   粘土  

H32  Ⅹ39●40 Y211・212  （3．58）  2．86）  35  （8．77）  N630E  杯、碧  

H33  Ⅹ43・44 Y226・227  （4．53）  4．50）   50  （19．05）  N－54ロE  東壁中央南寄  黒褐色粘質土    杯、棄1；   

H34  Ⅹ43 Y226・227  ・札閑l  ヰ．・．軸I  5．0  （2．57）  N－840E  

H35  Ⅹ43 Y226・227  （1．02）  2．38）  17  （3．89）  N850E          高台皿  
H－36  Ⅹ41・42 Y226・・227         ＼   ＼  碧  

H37  Ⅹ41・42 Y226・227  （2．26）  4．02）  26  （10．53）  N700E  坪、高台椀  

21－   



Tab．3 A区溝跡計測表  

深さ 
遺構名  位 置  長さ（m）   最小  最大  ＝■ 最小  最大  最小   主軸方向    断面形  時 期  

W1  Ⅹ49・へノ58 Y241～242  36．3  110．0  7．0  426．0  186．0  260．0  24．0  N－830W    逆台形 中世以降   
W2  Ⅹ42～45 Y226～228  9．2  42．5  4．5  126．0  94．0  68．0  30．0  N－660W    U字形 古  代   

Ⅹ42・～44  

W3   Y228・229   
5．8   60．0  44．0  296．0  292．0  260．0  240．0  N－820E    U字形 中世以降   

W4  Ⅹ40・41 Y222  4．7  23．0  14．0  107．0  98．0  50．0  41．0  N－760E    U字形 古  代   
Ⅹ40・41  

W5   Y220   5．0   55．0  47．0  172．0  152．0  114．0  102．0  N760－E    U字形 中世以降   

W6  Ⅹ39・40 Y218・219   （3．1）  14．5   2．0  42．0  29．0  22．0  17，0  N680－E    U字形 中世以降   

Ⅹ39・40  

W－7   Y219   5．3   7．5   4．D  36．0  24．0  17．0   8．0  N660－E    U字形 中世以降   

W－8  Ⅹ43・44 Y229～231   
5．3   8．0   1．5  267．0  200．0  188．0  166．0  N310E    U字形 中世以降   

Ⅹ38～40  N－1450E  
U字形 古  代   W－9   Y208′、216  10．0 24．4   50．0  10．5  110．0  40．0  72．0  20．0   N1710－E  

Ⅹ39  

W－10   Y209・～214   
21．9   17．0   1．5  72．0  54．0  48．0  38．0  N－1830E    U字形 古  代   

Ⅹ38～40  

W11   Y208～213   23．1   42．0  26．5  152．0  110．0  100．0  64．0  N－1660E    U字形 古  代   

Ⅹ39・40  

W12   Y208～211   （11．9）  31．5  22．5  92．0  88．0  60．0  60．0  N－148㌔－E    U字形 古  代   

W13  Ⅹ38丁39 Y208  （3．2）  32．0  29．5  160．0  103．0  50，0  20．0  N8lO－E    U字形 古  代   
Ⅹ39  

W14   Y208   2．7   30．5  29．5  104．0  60．．．0  40．0  36，0  N85㌔－－E    U字形 古  代   

1．5   40．0  36，0  24．0  N88ローE    U字形 古  代   

2．2   88．0  56．0  32．0  N83㌔－E    U字形 古  代   

A1   Ⅹ38～40  30．5   6．0   2．5  186．0  150．0  207．0  171．0  N170㌔－E  
Y208（一215  

Tab．4 A区・土坑・ピット・落ちこみ状遺構計測表  

位  置  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形状   遺構名              出土遺物  備     考   
D－1  Ⅹ42 Y226   60．0  56．0  27．5  円 形  
D2  Ⅹ41・42 Y226・227  252．0  192．0  76．0  楕円形  

D－3  Ⅹ40 Y217   125．0  83．0  18．5  楕円形  

P1  Ⅹ31・32 Y226   63．0  56．0   9．0  楕円形  
0－1  Ⅹ49′）51 Y241   170．8  92．0  22．5  楕円形  緑和13点、遺物多い  
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Tab．5 A区土器観察表  

番号  出土通 縛層位  器種名  ①口径②器高 （診底径  妥璧表書蓮鮎   器種の特徴・整形・調整技術  芸琴‘ 備 考   

ロ  ＝†  土師器  （∋12．9②4．1  ロ縁郡：軋く円弧．内仙℡・棚で、箆削り。止細：二・践叫餌駄    10  
（勤－   （診橙（彰完形   内相■で、．押出由り．   

H－1  土師器  （》24．3（勤（12．5）  （訪組拉 ②良好   口縁部：外傾、内外両横撫で。胴部：やや膨らみ上位が器最大径、内面    田  
2                  床下  碧  （彰一  （診樫（彰1／3  撫で、外面上位斜め箆削り。底部：欠損。   
3  H2  土師器  ①10．5（∋2．9  （》細粒（∋良好   口緑部：短く直立。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：浅い丸底、    1  
床直  坪  ゆ＋   （診恒（むはぼ完形  内面撫で、外面箆削り。   

1Ⅰ2  土師器  （Dll．1（∋3．4  （》細粒（多良好   口綾部：短く内傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部二丸底、内    12  漆付着  
4                   床直   坪  （∋一   （訃瞳（彰完形   面撫で、外面箆削り。   

5  H3  須恵器  ①［15．．8］②5．2  ①細粒 ②良好   槻植整形。．口縁■・件旛．；・井向聯ら口縁部やや外反、内・外面轢槻撫で．  

竃内  高台椀  ③［7．8］   （∋灰（彰1／4   鰹鵬・：＝細■せ、．■外出回転糸切り後付け高台。   

6  H3  土師器  ①［21．D〕（訓14．5）  ①細粒 ◎良好   口綾部：井斯こ内外貯鵬n胴部＝内面撫で、井脚轟耳叩り■  
竃内  棄  （診一   ③明赤褐（参1／4   伽・こ欠損。   

ロ  H3  土師器  ①t24．61②（20．7）  ①細粒 ②良好   ロ綾部：器最大径、大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：やや膨らみが  

亀内  蓋  ゆ＋  （診橙 ④1／4  あり、内面横撫で、外面横撫で箆削り。底部：欠損。   
披坦整形。口縁・体部：外傾、内・外面報撞撫で。底部：内面撫で、外  

③浅黄橙 ④完形  而回転糸切り後箆撫で。   
30  酸化焔  8  H4  須恵器  ①11．2 ◎3．15  （∋中粒 ②良好           床面  坪  （診6．0  

9  H4  須恵器  ①［12．9］（診5．2  ①中粒 ②良好   崗橙整形。口縁■・■件断外貼らロ縁端部外反、内・外面較軽撫で。痛  
床下  高台椀  （劃6．2   （∋灰自（む2／3   サニ抱囲で、外聞脚切り後付け高台．   
H6  須恵器  ①［11．4］（診（3．2）  ①細粒（診良好   岬嘩秘中書・件掛ミ外傾、内・外面棍撞撫で0底部：欄闇柑h．≠    115他  

10                 床直  杯  ③［5．4］   ．（9灰（彰1／4   阿凶畦♯噂り＝一   

H6  須恵器  ①14．6 ②5．5  ①中粒 ②良好   蹄規整形。口緑・休部：外傾から口綾部やや外反、内・外面頼絶撫で。    116 酸化焔  
11                    床直  高台椀  ③6．6   ③にぷい褐（劉ほぼ完形  底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

12  H6  土師器  ①t19．01◎（14．1）  （訪粗拉 ②良好   口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部：やや上位が膨らみ器最大径、内    98他  
覆土  碧  （診   （診橙（彰1／5   面撫で・外面斜め箆削り。底部：欠損。   

H7  土師器  （∋22．3（診（19．8）  ①中粒 ②良好   口綾部：緩やか陪棚．吋■糊軋胴部：上位がやや膨らみ口径■    81 休部外面に粘土付着  
13                   覆土  璧  せ   （勤にぷい橙 ④2／3  と壮柵．柵℡・外面斜め箆削り。底部：欠軌   
14  H7  土師器  ①［21，0］㊥（8．8）  ①細粒 ②良好   口綾部：・ヰ甘か堵柵．内・外面横撫で。胴部；‾上位カざやゃ■与みd隠    82  
亨菱土  篭  （診   （卦明赤禍 ④破片   よりやや大きい径、内面撫で・外面秩饉削り．．蜘・；軌   
H7  土師器  ①122．1］②（16，5）  （∋中粒（訃良好   口綾部：緩やかに外傾、内・外面横撫で。胴部：上位がやや膨らみ口径    45 

とほぼ同径、内面撫で・外面斜め箆削り。底部：欠損。  
遥休部外面に粘土付着  

15                 覆土  審  ③   （釘橿（彰1／4  

H8  土師器  ①［12．2］⑳3．4  （訪細粒 ②良好   口縁部：やや直立。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：平底、内  
16                  寵内  坪  ．③［6，2］   （卦にぷい赤褐 ④1／2  面撫で、外面箆削り。   

17  H8  須恵器  （∋13．9（診5．0  （∋中粒 ②良好   嘩鱒撃形。口縁・鵬程財鱒らロ縁部やや外反、内・外面依龍撫で0    2781酸化焔  
野土  高台椀  ③6．0   （∋灰黄褐（参ほぼ完形  ・＃攣：吋軸サト外剛如り後付け高台。   

18  H8  須恵器  （∋13．5（診5．5  ①中粒 ②良好  ■■鱒ローニ・坪耶外傾、内・外面軽糖撫で0底部：■内面tで」外    158他 酸化燭  
床直  高台椀  ③6．I   （診にぷい赤褐（彰3ノ5  鵬園翻り後付け高台．   
H8  題恵者  ①13．2 ②5．1  （訪粗粒（診良好   韓樹整形。口縁・休部：外傾から口緑部やや外反、内・外面校地撫で。  

19                  竃内  高台椀  （参6．1  （診灰黄（彰3／d  底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   
ロ綾部：外傾。内外面横撫で。脚；甘中■らみ上位が器最大径、内面  

床直  婆  （診［7．8］   20  H8  土師器  （∋［17．8］（参19．7  （∋細粒 ②良好  撫で、外面上位横・下位斜め箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削    286他  
り●   

21  H－8  土師器  ①19．8（診（6．7）  ①細粒 ②良好   口綾部：直立気味から外傾。内外面横撫で。胴部：内面撫で、外面箆削    60他  
床直  ．．要  ③－   ③明赤褐 蔓）口縁  り。底部：欠損。   

22  H－8  須恵器  ①r17．6］②（12・．9）  （∋中粒（∋良好   棍構整形。口緑部：内傾、内外面撫で。鍔部：断面三角形状でほぼ水平    196他 酸化煩  
床直  羽釜  （勤－   （釘恒（卦破片   に付く。胴部：やや膨らみ、内・外面線輪撫で。底部：欠損。   

23  HllO  須恵器  （》17．S（塾4．8  （五紙粒（む良好   鰊軸整形。天井部二緩やかに傾斜から端部垂下、内・外面韓鱒撫で。返    43  
床直  蓋  （卦4．0   （卦灰（参ほぼ完形   り無。ボタン状の摘み有。   

24  H－1〔）  須恵器  （∋17．8（診5．8  ①糾粒 ②良好   槻患整形。口緑・休部：外傾から口綾部外反、内・外面敵組撤で。底部：    46．56  
覆土  杯  （卦8．0   ③にぷい赤褐 ④3／4  内面撫で、外面回転糸切り後箆削り。  他  

25  H－10  須恵器  ①16．2 ②7．6  ①中粒 ②良好   破橙整形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面廃撞撫で。    27  酸化煩  
覆土  高台税  （勤9．0   （9にぷい橙（彰ほほ完形  底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

26  ロー10  土師器  ①r14＿2］②（8．1）  （訪細粒 ②良好   口縁部：直立気味から外傾。内外面横撫で。胴部：内面撫で、外面箆削    63他  
覆土  要  岬   （卦にぷい赤褐（釘破片  り。底部二欠損。   

27  H－10 土  須恵器   ①［32．9］（診24．7 （14 
笑誓冒諾E諾野 

口縁部＝内傾から酎かに外反0胴部 

覆   聾   診［．5］   （卦灰（彰1／4   

28  H11  須恵器  （∋［15．幻 ②5．8  （》中粒 ◎良好   棚膵．口■・坪軒外傾、内・外面塊輯撫で。底部■：巾御■セ、外    26他  
床直  杯  ③［8．4］   （診灰 ④1／2   調印艦荊Wり後箆削り． 

29  H11  至・≡■巴  ①亡4，0コ ②4．8  ①細粒 ②良好   密捏整形。口縁・休部：外傾、内・外面柾坦撫で。底部：内面撫で、外    ロ  
覆土  高台椀  （∋［7二5］   （参灰白 ④1／2   面回転系切り後付け高台。   

ロ緑部：やや外反。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：平底、内    61面、口郷にすす付  
30  H12  土師器  ①12．4（診4．2  （∋細粒（砂丘好  （∋橙（卦ほほ完形  面撫で、外面党別り。   

床直  杯  ③［5．9］   床直  杯  ③ 内面撫で、外面回転糸切り後箆撫で。   
32  H－12  須恵器  ①［13．9］（診3，9  （訪帥粒 ②良好   威徳整形。口緑・休部：外傾、内・外面韓轄撫で。底部：内面撫で、外    34  
床直  杯  ③［6．幻   （勤にぷい褐 ④1／3  面回転糸切り後箆撫で。   

ロ13  土師器  ①t12．4］②（3．5）  （訪粗拉（診良好   口綾部：短く直立。内面横撫で・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、    73  
33                 床直  杯  ③［6．6］   （9にぷい橙（彰2／5  外面撫で。   

H13  須恵器  ①‡ほ．4］ ②3．4  ①細粒 ②良好   鱒■上形。ロー■件嵐■：細か烏口壊部やや外反、か外面椛龍撫で●    P－5 墨書あり  
34                    貯蔵穴  杯  ③【■申．8］   ③灰 ④1／4   榊・＝用価■で、外面回転糸切り。   
35  H13  須恵器  （∋15．2（∋5．4  ①細粒（診良好   仙払口■†休部：外傾、内・外面権能撫で1應瀾：明神で、外  

③灰（診ほほ完形  面回転糸切り後付け高台． 床直  高台椀  ③8．0  

＝Ll  土師器  ①【12．3コ ②（5．3）  （∋細粒 ②良好   口緑部二直立から外反。内面撫で、外面横撫で、箆削り。胴部・底部エ    P－5  
36                   ．貯蔵穴  碧  ゆ   ③橙 ④口縁破片  欠損。   

37  H15  須恵器  （彰一 ②   ①細粒 ②良好   純槻撃私天井部：打せか仁岬．内・外面♯車撫で。径5・9川のボタン    52  
覆土  蓋  ゆ   （∋灰白 ④摘み破片  耽恥   

38  H15 床直  土師器 葱  （D［18．0］（診（6．7〉 （診   ①細粒㊥良好 ◎橙④口縁破片   口綾部：外傾。内面撫で、外面横撫で、津別り。胴部・底部二欠損。    50   

H16  
3〔〉   覆土   杯  ． （卦橙（参1／4   

口緑、休部：外傾、内外両横撫で。底部：平底、内面撫で、外面撫で。    H－g 14   

40  H－16  須恵器  ①12．6 ②4．2  ①細粒 ②良好   韓韓整形。口縁・休部：外傾、内・外面簡租撫で。底部二内面撫で、外    H－9  
床直  杯  ③5．7   喧）灰 ④ほぼ完形  ．面回転糸切り後箆撫で。  13  

41  H－16  須恵器  （》13．4（診3．3  ①細粒 ②良好   抵醒整形。口縁・休部：外傾、内・外面軽塘撫で。底部：内面撫で、外    H－9  
覆土  杯  ③8．0   （勤灰白（彰完形   面回転系切り。  

42  H－17  須恵器  ①【13．1コ ◎3．7  ①細粒 ②良好   弼轄整形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面辟培撫で。    175 酸化煩  
覆土  杯  ③6．4   （∋にぷい黄橙（彰1／2  底部二内面撫で、外面回転糸切り。  



番号  出土遺 構層位  器種名  ①口径②器高 （勤底径  （∋胎土（∋焼成 （卦色調（弧追存度   器種の特徴・整形・調整技術   登録  備  考   番号  
H－17  須恵器  ①15．3 ⑳5．6  （訪籾粒（諷良好   織絶整形。口緑・休部：外傾から口緑部やや外反、内・外面静態撫で。  246  いぶし焼成  

43                  ．．覆土．．  高台椀  ③6＿8   ③惜灰 ④3／4   底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

掴  H－17  土師器  ①［11＿6］②－  （∋細粒（多良好   七緑部：短く外傾。内外面横撫で。胴部二内面撫で、外面検撫で箆削り。  3他  
覆土  台付碧  ③［9．2］   ③明赤褐（む1／3   底部：丸底。台部は大きく外反。   

45  ロー17  土師器  ①20．8 ②（17．9）  ①細粒 ⑳良好   
覆土  聾  （診   ③橙 ④1／2   日間：直立から大き．く外傾。内面撫で．如叫鵬吼■＃・：七・上位がや  47他              や膨ら‾棚騰モ、一細血膚・り、下位斜め箆削り．・．塵肺無血   

椀擢整形。Ⅲ曹・．件■・二さ僅かな丸みをもって口繚部がやや外反、由●外   
ニき  

相性横枠ポけ．   

47  H19  土師器  ①11．6（参3．3  ①細粒 ②良好   ロー膚‖外傾。内面横撫で・外面秩撫で、掩押さえ、鳳惰り。底部：平  
覆土  杯  ③9．1   ⑨にぷい褐 ④ほl芝完形  底、細出で」・・州細り．i   

H19  須恵器  （D12．4 ②4．2  ①細粒 ②良好   地租整形。二□■・・仰：外傾、内・外面軸組撫で。底師：■内地℡‘・外  3  
服                   床直  杯  ⑨6．6   ③灰 伍）完形   両回転糸切り後箆撫で。   

49  Ii19  須恵器  ①［12．2］②4．2  ①細l拉（∋良好   醜轄整形。ロ縁・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面純穏撫で。  33  
覆土  坪  ◎7．d   （診灰（彰1／2   底部：内面撫で、外面回転糸切り。   

50  Ii20  須恵器  ■（》［15．4］②5．3  ①細粒 ②良好   
覆土  高台椀  ③7．2   ③灰自 ④3／5   

54   面回転系切り。   

55  H23  須恵器  ①14．2 ②（4．5）  ①細粒（多良好   韓撞整形。口緑・休部：外傾から口緑部やや外反、内・外面抵撞撫で。  18他  酸化煩  
床値  高台椀  ③   ③灰黄 ④4／5   底部：内面撫で、外面回転系切ーり。高台：欠損。   

56  ＝1ごバ  土師器  ①【20．2］②（7．3）  ①細粒 ②良好   口緑部：直立から外反。内面撫で、外面横撫で、津別り。胴部・底部■・：  25  
床直  窪  ③一   ③橙 ④破片   欠損。   
H24  口縁、樺粁■：州軋内面横撫で、外面横撫で．ノ伸・り．正夢：平底、内  
57   塑土   杯  ． 軸・．軌招  面撫で、棚加闊り－  
ⅠⅠ24  須恵器  ①［13．d］②」．1  ①細粒 ②良好   紘癌整形。口緑・休部二外傾、内・外面轍櫨撫で。底部：内而撫で．外  17  

58                  床直  坪  ③q．2   （診灰（彰3／5   面回転糸切り。   

H24  須恵器  ①［14．8］②5．1  （∋細粒（診良好   韓擢整形。口緑・休部：外傾から口緑部やや外反、内・外面頼経撫で。  5  内面にすす付着  
59                 床直  高台椀  （勤7，4   ③灰黄 ④2／3   底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

60  H24  須恵器  （か［ユ3．9］（診3．3  ①細粒 ⑳良好   韓薦整形。口縁・休部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  16  
床直  高台皿  ．（∋6．6   ⑨灰白 ＠1／2   外面回転糸切り後付け高台。   

□綾部■こ・埠筍■柵■内面横撫で・外面横撫で、指押さえ、榊り．．此鉱・：  
平底、内所撫で、抑咽り・．   

兢規整形。口緑・体部：外傾、内・外面擁轍撫で。底部：内面撫で 外  29  

H27  須恵器  ①13，7 ②3．8  ①細粒（勤良好   槻絶整形。口緑・休部：外傾から口縁端部やや外反、内・外面雑娠撫で。  田  酸化伯  
66                  床直  杯  （参6．Z   （卦灰黄褐 ④ほぼ完形  ．底部：内面撫で、外面回転系切り。   

H27  須恵器  ①［15．0］②（5．0）  抄紙粒 ②良好   輯輯整形。□緑・休部：外傾から口綾部やや外反、内・外面耗観撫で。  ロ  
67  軸・由醸   底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

68  H－27  土師器  ①［22＿1】②（16．6）  （》細粒（診良好   口緑部：直立から大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：上位がやや膨ら  

寵内  賓  ③－  ③橙 ④1／3  み内面撫で・外面斜め箆削り。底部：欠損。   
69  H－28  須恵器  ①［14．4コ ②5．ロ  （改組拉（塾長好   純橙整形。口緑・休部二外傾から□縁部やや外反、内・外面雛撼撫で。  7  酸化焔  

床直  高台椀  ③亡6．4ユ   ③灰白 ④1／4   底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

70  1・Ⅰ2∈I  須恵器  （∋［13＿1］②4．1  ①細粒 ◎良好   ■1整形。口繚・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面培地撫で。  19他  酸化焔  
床直  坪  （卦6．8   ◎灰黄 ㊥1／2   底部：内面撫で、外面回転糸切り。   

71  Ii29   須恵器   ①［18．6］（∋（9．0）   
床直   羽釜   ⑨ －   

ロ29  灰 糾  ①［15．2］②4▼8  ①細粒 ②良好   純轄整形。口縁・休部：僅かな丸みをもってロ織部がやや外反、内・外  

72                   床下  高台椀  ◎r7．2］   ③灰自 ④1／2   面拭滴撫で。底部：内而撫で、高台部：断面四角形の低い高台を付す。  
勧業は噴けがけ。   

73  H29  灰 和  ①［14．8］②3．2  （D細粒（診良好   龍坦整形。口蠍・・珊：大きく外傾、口緑端部やや外反、由・外韻■セ．   

床直  高台皿  ③［6．5］   ③灰自（彰1／4   8             厚部：内面撫で。向台部：断面三角形の低い向台を付す。和英は劇ナが  
lす▲   

74  H29   灰紬 皿  ①一②  ①細粒（診良好  
床面   耳   （ヨー  

杜絶整形。口綾部：大きく内傾、内・外面撫で。休部、底部：欠乱  

ロ緑部こやや外傾、内外面横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、内面取  ロ  

田  Ⅰ・Ⅰ32  土師器  ①12．0 ②4．1  ①細粒 ◎良好   口緑部：やや外傾、内外面横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、内面撫  5  
覆土  杯  （診   ⑨橙 ④完形   で、外面箆削り。   

77  H32  土師器  （pll．2（診3．8  庄）細粒（訃良好   口縁部二やや外傾、内外面梼撫で。交換点に稜有。底部：丸底、内面撫  Z7  
覆土  杯  （訃－   ③塩 ④3／4   で、外面箆削り。   

78  H－32  土師器  ①12．d ②4．4  ①細粒（診良好   ロ緑部：＝・中間1柵冊で。交換点に稜札底部・こ九血．内駈■  28  
襟土  杯  ③一   

口緑部：やや外傾、内外面構撫で。交換点に稜有。底部：丸底、内面撫  30  
で、外面箆削り。   

80  ■Ⅰ、Ⅰ32  ■土師器■  ①12．8 ②4．0  ①細粒（多良好   団舶臣やや外帆内外両横撫で。顛錦脚．應旗：丸底、内面撫、  31  
床直  杯  （勤   ③橙 ④完形   

84  H－33  土師器  （∋10．2（診3，2  ①細粒（む良好   口♯撫、Ⅰ甘t内帆内面横撫で・外面横撫で、1触り．應轟：丸底、内  28  
覆土  坪  岬   （塾橙 ①ほぼ完形  面撫で、計細価り．   

－ 24 一   



番号  出土過 横層位  器種名  ①口径②器高 （参底径  茸替■亡巨岩撃 ▼   器種の特徴・整形・調整技術   登録  備  考   番号  
85  H33  土師器  （922．2（∋（18．9）  （∋細粒 ②良好   
覆土  窪  ．③   口緑部二器最大径、大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：内面撫で 外  110他  胴部外面に粘土付着         （勤にぷい橙（彰1／2  面縦箆削り。底部欠損。   

86  H35  須恵器  （∋14．4（92．8  （∋細粒（診良好   拭規整形。口縁・休部：大きく外傾、内・外面較撞撫で。底部：内面撫  
覆土  高台皿  （診7．甘 （診灰自（彰ほぼ完形  で、外面回転糸切り後、断面三角形の高台を取り付け。   

87  Il36   須恵器  芸芸警品■：照諾慧芸吉呈讐  ロ  
床直   ．高台椀   （参灰自（参1／2   

H36  土師器  ①［20．4］（診（12．0）  （む細粒 ②良好   ロ縁郡：外傾、内・外面横撫で。胴部：やや膨らみ上位が器最大径 内  
（参にぷい橙 ④破片  面撫で、外面上位横箆削り。底部欠損。   

89  H37  須恵器  （∋［1d．0］（診3．8  （D細粒（診良好   槻揺整形。口緑・休部二外傾から口縁端部やや外皮 内・外面廃絶撫で  
襟土  杯  ．③［7．2］   （診灰（彰1／4   底部：内面撫で、外面回転糸切り。   

90  H－37  須恵器  ①［14．1］（∋3．9  ①細粒 ②良好  梶絶整形。口緑・休部：大きく外傾、内・外面廃絶撫で 底部：内面撫  
覆土  高台椀  ③［6．8ユ   （9暗灰 ④2／5   で、外面回転系切り後、断面四角形の低い高台を取り付け。   いぶし焼成  

91  01  須恵器  ①13．7 ②3．4  （∋細粒（診良好   雑観整形。口緑・休部：外傾からロ繚端部やや肥厚 内・外面擁穂撫で  
覆土  ．坪  （∋6．7   （卦灰黄（彰ほぼ完形  底部：内面撫で、外面回転糸切り。   

酸化焔  

92  0－1   ■須恵器   ①16．2②5．4  
覆土   高台椀   ③7．4   （∋細粒（∋良好 ③灰白④ほぼ完形  ■■蔓覇■口■・帖曙：外傾から口緑部やや外反、内i：外両仙で．． 鯉．蓼；内面撫で、外面回転系切り後、船配珊撤醐胎劇酎柑仇  20他  

口綾部二外傾、内・外面検撫で。胴部：やや膨らみ上位が器最大径 内  

轍■量形。口緑部、胴部：欠損。底部：平底、口径2．2cmの穿孔。   12  

槻糖整形。口緑部：胴部：欠損。底部：内面撫で、外面回転糸切り後に  底部内面に赤色付着物  
獣脚を取り付け。  有り   

96  W2  土師器  ①【11．11②3．2  （D細粒（訃良好   口縁部：短く直立。内面横撫で・外面横撫で 箆削り 底部：平底 内  
覆土  杯  ③［6二6］   ◎にぷい橙 ④1／2  面撫で、外面箆削り。   

W2  須恵器  ①12．9］（∋3．5  （》細粒 ②良好   按規整形。口緑・休部：外傾から口縁端部やや外反 内・外面槻鴬撫で  
97                   覆土  坪  （卦5．8   （参にぷい黄褐 ④2／3  底部：内面撫で、外面回転系切り、箆撫で。   

98  W－2  須恵器  ①［14＿8］②（5．3）  （む細粒（乱良好   棍規整形。口緑・休部：外傾から口縁端部やや外反、内・外面棍観撫で。  

覆土  高台椀  ＠8．0   （診灰白 ④1／2   底部：内面撫で、外面回転糸切り後、断面三角形のやや高い高台を取り  
付け。   

W－5  土師器  ①11．8 ◎3．6  （丑細粒 ②良好   口緑郡：外傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：平底 内面撫  
杯  （診8．8   （勤橙（参ほぼ完形  で、外面箆削り。   

須恵器  （D［13＿4］（∋3．5  ①細粒 ②良好   棍植整形。口緑・休部二外傾から口縁部やや外反 内・外面輸嵩撫で  
杯  （診7．4   転灰白 ④3／4   底部：内面撫で、外面回転系切り。   

須恵器  ①［2d．3］②（31．8）  ①細粒 ②良好   娩規整形。口綾部：外反気味、内・外面横撫で。胴部：青海波状文、外  H－14  
大窪  ③［15．苫］   （勤灰 ④1／2   面撫で。底部：平底、内面撫で・外面回転系切り。   48地   

須恵器  ①－ ②（14，8）  ①細粒 ②良好   栴培整形：口綾部：欠損。胴部：内面撫で 外面撫で 箆削り 底部：  
覆土  瓶  （∋［9．2］   ③灰 ④1／2   回転糸切り後、断面四角形の高台取り付け   

鞭楓整形。口縁・休部二外傾、内・外面璃粗撫で。底部：内面撫で 外  四  W9  須恵器  ①［13．9］②（3．8）  （∋細粒（訃良好  面回転糸切り。   

104  W9  須恵器  ①［14．2］②5．5  （訪組粒（診良好   抵義血形。口緑・体郡：外傾から口繚端部やや外反 内・外面抵捏撫で  
覆土  高台椀  ◎6▼8   （卦灰 ④1／2   底部：内面撫で、外面回転糸切り後、断面三角形の高台を取り付け。   

105  W11  須恵器  ①［14，5］（∋（3．5）  ①細粒 ②良好   槻地歴形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反 内・外面椀植撫で  
覆土  杯  少   ③灰自 ④ロ緑破片  ．底部：欠損。   

文字有り  

106  グリッド  須恵器  ①－ ②   （訃糾粒（∋良好   較鍵盤形。口縁：欠乱休部：外傾、内・外面♯堆撫で。底部：内面撫  
皿  （診   ③灰 ④底部破片  で、外面回転系切り。   底部に箆書き文字有り  

田即位は「．楓：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」：・肺り10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。t拘の搬比ついては「寵内」と記載した。   
邸d阻器高の単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。   
③胎土は、甜粒（0・9mm以下）、中粒（1・0～1－9mm以下）、粗粒（2・Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した●  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  
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Tab．6 A区緑粕陶器観察表  

番号  ・・読  器種名  ■鮎筐②鯛  （∋胎土（∋焼成 ③色調＠遺存 度   器種の特徴・整形・調整技術   登録 番号   備  考   

①緻密②良好  
③オリーブ灰④破片   拭鴇整形。軟質。器内・外面共に緑和が施されている。  107  H8 覆土  羅和 椀  ①② ゆ  

①緻密②良好  
③浅黄④破片   

龍槻整形。やや軟質。器内・外面共に薄く緑和が掛かる。  

（D緻密（診良好  
（訃浅黄（初口縁破片   

拉橙整形。やや軟質。器内・外面共に蒔く緑和が掛かる。  

110  H－25   緑紬   （カ（診（2．4）  熊規整形。口緑部はやや外反する。器内・外面共に緑和が施されている。  
覆土   稜椀   ③－   

111  
覆土   

112   は付高ム断面は四角形底部は撫で調整内側底部にトテン痕有り。  
覆土  皿  ③［8．4］   ③オリープ黄 ④破片   ロ、．  二′0 口 則蜘巨細田地を帯びている。   

rI29  ①緻密◎良好  
四  ③オリーブ灰④破片  杜絶整形。器内・外面共に緑柚が施されている。  
H29  （∋緻密（診良好   鏡坦整軌はっきりとした稜を持つ。器内・外面共に光沢の強い緑和が  

四  ③オリーブ灰 ④破片  施されている。   

115  H－29   緑軸   ①（彰  ①緻密（塾長好  
③オリーブ灰（む破片   抜穂整形。口綾部はやや外反する。器内・外面共に緑和が施されている。  覆土   稜椀   ③一  

116  （D緻密（∋良好  詭規整形。やや軟質。器内・外面共に薄く緑和が掛かる。  
覆土   

施御時に染みこんだ形  
跡が向台断面に有り   117   

岬形。口緑部は外皮。高台は断面三角形の付け高台0底部峠撫で調  
整体部中位に屈曲を有する。三叉トチン。内側と口綾部に淡い箆書き  四  0－1  緑軸  ①［16．4］（∋5．2  ①緻密 ②良好          覆土  稜椀  ③［■丁．0］  ③濃緑（彰2／5   

119  0－1   
緑粕  ①［15．8］⑦2．8  の敵南 ⑦良好   抵緒整吼素地は灰。高台の断面は四角形で高台を取り付け後、撫で調  
棲皿  （診［80］  ③濃緑 41／4   整。三叉トチン。内側に陰刻を意識していない細い箆書きあり。  

緑柚  （彰（9（4．2）  （勤緻密（診良好   
③濃緑 ④破片   

． 

トナン．他   
（訓緻密（塾長好   轍麓整形。素地は灰自。暑旨和外面共に薄く緑触が掛かり、素地に近い。  

122  01  緑粕  （D（診一           覆土  種椀  吋   ③オリーブ灰 ④破片  内面は磨きが施されている。高台は付高台で断面は四角形。   
（∋緻密（多良好   棲規整形。素地は灰。高台の断面は四角形で高台を取り付け後、撫で調  

123  01  緑和  ① ②           覆土  稜椀  （診  ③オリーブ灰 ④破片  整。内側底部にトナン痕あり。内側に細い箆書きの陰刻あり   
娃橙整形。口縁部はやや外反する。口縁端部まで細い希書きによる文様  

124  01  緑和  ①［13．8］◎（2．3）  （∋緻密（診良好         覆土  由l  ⑨  ③オリーブ灰 ④破片  を施す。外面の緑粕は薄い。   
羅租  

③オリーブ灰④破片   素地は灰色。光沢の強い緑削が施されている▼  

①緻密（∋良好   仙阻＃い箆書きによる文様を施す。糊吐粗けく鱒■叩か  
る－  

（》緻密（む良好   弼縮整形。口縁部は外傾、細い箆書きによる淡い文様を施す。緑柚の一  
127  0－1  緑柚  ① ②           覆土  稜皿  ③一   ③オリーブ灰 ④破片  部が褐色を帯びている。   

（訓緻密（診良好   雑菌整形。口綾部は外傾、細い箆書きによる淡い文様を施す。素地は灰  
128  0－1  緑粕  （カ（診一  白。  

（∋緻密（∋良好   槻轍整形。口縁部はやや外反する。素地は灰色。光沢の強い緑和が施さ  
129  ③オリーブ灰 ④破片  れている。  

130   
X381崩御   （∋一 ②   ①緻密 ②良好  栴檀整形。素地は灰乱器内・外面共に背く緑和が掛かり、素地に近いD  
Y209  椀   ③   ③灰自 ④破片   高台は付高台で断面は四角形。内側にやや太い箆書きの陰刻あり   

注）軸址蜂イ柵」・ユ■岬より10cm以内の層位から検札r岨；・哺より10cmを超える層位から出土の2段附こ分けたDt触他lわいては「竃内」と記載した0  

②口径、器高の単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］■で示した。  
③胎土は、細l粒（0伽m以下）、中粒（1・0～1・9川以下）、粗粒（2・Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した●   
④焼成は、極点・良好・不良の三段階とした。  
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Tab．7 A区石製晶観察表  

出土遺構／層位  備   考  

グリッド／覆土  

注）①  層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、  「覆土」庶肘よ  り10cmを超える層位から■出土の2陛楷旺分けた。  
② 最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

Tab．8 A区鉄器・鉄製品観察表   

番号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重さ  通存度  登録番号   備  考   

q  H－4 覆土  鉄鉱  2．8   1．9   0．4   5   完形  
2  W9 覆土  鉄鍋  （10．0）  （11． 860   1／2  
江）①層位は、r榔」＝；床面より10cm以内の層位から曲血「薗土」床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。   
②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。   

Tab．9 A区瓦観察表  

器種の特徴・整形・調整技術   登録  備  考   
番号  出土遺 構層位  器種名  （∋長さ（訂厚さ  （∋胎土②焼成 ③色調④遺存度     番号  

ロ  H－5  平瓦  （D（11．0）②2．1  ①中粒 ②良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字「守」有 側面・不  6  箆書き文字  
2  H－8 覆土  丸瓦  ①（13．3）（∋1▼7  ①中粒（多良好 （診灰（む破片   玉緑式。凸面：撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。   105  

行基式。凸面：撫で。凹面：布目有 押印文字有 文事tlr乎」ぬ触  ロ  H－17  丸瓦  （∋36．0（診2．3  ①中粒 ②良好  押印文字  

行基式。凸面：撫で。凹面：布目瓦側面：面取り2回 一枚の瓦を6  308他  
ロ  H【17■■  丸瓦  （∋40．5（∋1．4  （D中粒（診良好          竃    （∋灰自 喧）ほぼ完形  片に割り、竃構築材に使用。   

5  H－17  丸瓦  ①（17．4）②1．4  ①中粒 ⑦良好  行基式。凸面：撫で。凹面・：：    ●面取り2回 一つの瓦片を       竃    ③灰褐 ④破片           ■ 二つに割り、■の黒柳問軒ピ止血■＝  6  H－17  寵  平瓦  ①4Z．0 ②2．7  ■帥・■伽肝 ◎にぶい橙④1／2  一枚作りロ僧職；和白■り欄し。凸面：箆削り後撫で。叩き日脚． 納札側面：面取り2臥笠懸系。  文字   

7  H－17  平瓦  （∋（23．2）（塾1▼4  ①中粒 ②良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：斜行叩き目痕有。撫布■ ■‾；叫取り  44  寒天井部に使用  
8  H－17 寵  丸瓦  ①（18▼5）②1．5  （訪軌拉（診良好 （∋灰自④破片   玉緑式。凸面：撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。   42  竃天井部に使用   

9  H－17 寵  丸瓦  （∋（19，3）（∋1．2  ①中拉（診良好 ③灰④破片  五経式。凸面：卿Pき後撫で。凹面：布目有。†削而：面取り不明。  カマド （勤  竃右袖に使用   
10  H－19 覆土  平瓦  （∋（16．0）（診1．8  ①中粒（∋良好 （∋灰（卦破片   一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り2回。  

①中粒（診良好  

軒瓦。瓦当部二二重の界線文内側に珠点有り。凸面：斜格子叩き▲  
杖作り。凹面：布目有。凸面二撫で。乾燥時のあたり痕有 側面・不  
明。   

（∋中拉（D良好   
13  H－25  丸瓦  （∋17＿5（95．0  軒瓦。瓦当部：右偏行唐草文。凹面：布目擦り消し 凸面：撫で側面Ⅰ  60  
14  H－27 竃  平瓦  （∋（14．9）（診1．3  ①中拉②良好 ③灰褐（彰破片   一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り2回。  

15  H32 習土  平瓦  （カ（彰一   （∋中粒②良好  （勤にぶい褐（む破片  軒瓦。瓦当部：深い二禿の界線有り。凹面、凸面撫で。側面不明。   37  

軒瓦か。凸面：箆削り後撫で。凹面：布目有。塩害き文字有 側而：面  
16  H35  丸瓦  （》（13．8）②2．0  ①中粒 ②良好  取り2回。   

箆書き文字  

一枚作り。凹面・：岬札価：・血モ．箆書き文字有。側面：面取り2  
箆書き文字   

田  W2  平瓦  ①（20．0）②1．6  （∋中拉（診良好  一枚作り。凹面：布目有。凸面：箆削り後撫で 箆書き文字「金手」有  箆書き文字  

。  ■似■加地まf嘲：床面より10cm以内の層位から蜘軋†鮎＝J＝・床面より10cmを超える層位から止吐卯職印けた。寵内の検出については付則と精した。  ◎口径 
、器高の単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。   

③胎土は、細粒（0・9mm以下）、中粒（1－0～1・9mm以下）、粗粒（2▲Om以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  
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8 L＝120．7皿  

C′ C L＝120．7山   ＿   

A区 H－1号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 暗褐 細 ◎O AsC・HrFPlO％ 焼土粒1％  

3 黒褐 微 ○◎ As－C・Hr－FP5％ 廃土粒2％ 炭化物2％  

4 黒褐 微 ◎O AsC2％  

A区 H1号住居跡 竃セクション  

1にぷい軽 微 ◎○ 廃土ブロック5％  

2 にぷい橙 微 ◎○ 焼土ブロック5％（両壁際）  

3 灰褐  微 ○◎ 焼土粒5％ 灰混じる  

4 灰褐   微 ○◎ 焼土粒2％ 灰混じる   

北側部に黄橙色ブロック（¢30mm）1％  

A区 H2号住居跡 竃セクション  

1にぷい黄褐 細 00 AsC・HrFP2％  

2 にぷい黄褐 微 ○◎ 東側に粘土ブロック10％  

3 にぶい褐 微 ○◎ 焼土ブロック20％  

A′  4 オリーブ黒 微○△ 灰層  

A区 H－5号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 暗褐 細 △O As－B浪士層（AsB50％）  

3 黒褐 細 00 AsC・HrFPlO％  

4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％  

5 黒褐 徴 ◎O AsC・HrFPl％  

旦⊥，，．．1i－80   軍－  

Fig．6 H－1・2・5号住居跡  
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A区 H－3号住居跡 ベルトセクション  

1暗褐 細 ◎O AsC・Hr－FPlO％  

2 黒褐 徴 ◎◎ AsC・HrLFPlO％ 焼土粒5％  

A区 H－3号住居跡 竃セクション  

1暗褐 微 00 AsC・Hr－FP5％ 焼土粒2％  

2 赤褐 微 ○◎ 焼土ブロック20％  

3 暗褐 微 ○△ 焼土粒10％  

4 黒褐 微 ○◎ 焼土粒20％  

5 灰褐 微 ○◎ 焼土粒10％  
B L＝120．4m  

E L＝120．4血  F L＝120．4m   

A区 H－3号住居跡 竃壁裁ち割りセクション  

1褐  微 ◎◎ 焼土粒5％ 黄橙色ブロック（¢30mm）2％  

2 明赤褐 微 ◎◎ 廃土粒2％  

3 褐   微 ◎◎ 焼土粒5％  

A区 H－3号住居跡 竃袖裁ち割りセクション  

1褐 微 ◎◎ 焼土粒2％ 炭化物2％  

2 褐 微 ◎◎ AsC・HrFP5％ 焼土粒5％  

0  1：30  1．m  

G L＝120．4m  

Fig．7 H3号住居跡  
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ビ  

B L＝120．紬  B′  

A区 H－4号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 暗褐 細 △O AsB混土層 AsC・Hr－FPlO％  

3 黒褐 細 00 AsC・HrFP20％ 炭化物2％  

4 黒褐 微 ◎O AspC・Hr－FPlO％ 炭化物2％  

A区 H4号住居跡 竃セクション  

1暗褐 細 00 焼土粒2％ 黄橙色ブロック2％  

2 褐  微 ○◎ 焼土粒2％  

3 灰褐 微 ○◎ 焼土粒10％  

4 黒褐 微（⊃◎ 灰混じる  

D L＝120．9m  ＿＿且＿  C L＝120・9m  

b
 
L
＝
－
N
P
旨
 
 
 

A′   jm  

A区 H－6号住居跡 ベルトセクション  

1暗褐 細 ◎O AsC・Hr－FP20％  

2 黒褐 微 ◎◎ As－C・HrFPlO％  

3 黒褐 微 ◎◎ AsC・HrFP5％ 廃土粒5％ 炭化物5％   

A区 H6号住居跡 竃セクション  

1暗褐 細 ◎O AsC・HrFPlO％  

2 褐  細 ◎○ 焼土粒2％  

3 暗褐 微 ◎◎ 廃土粒5％  

4 褐灰 微 ◎◎ 灰混じる  
ト A L＝120．9m  

む㊥  

A区 H－15号住居跡 ベルトセクション  

1 規耕作土  

2 灰黄褐 粗 ○△ AsB混土層 AsC2％  

3 黒褐 細 00 As－C・HrFP20％ 焼土粒5％  

4 暗褐 細 00 AsC・HrpFPlO％ 焼土粒5％  

5 黒褐 微 ◎O As－C・HrFP5％ 焼土粒10％  

黄橙色ブロック（¢30m皿）2％  

6 黒褐  徴 ○◎ 焼土粒10％ 炭化物5％  

0  1：60  2m  

Fig．8 H4・6・15号住居跡  
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D L＝121．Om  旦」   ＿＿   」」L＝121．0皿  C′  

B
 
L
＝
－
N
－
」
B
 
 

A区 H8号住居跡 ベルトセクション  

1灰黄褐 粗 ○△ AsB浪士層  
一且 2 暗褐 細◎O As－C・HrFP20％焼土粒2％炭化物2％  
3 黒褐 細 ◎◎ AsC・Hr－FP5％ 焼土粒2％ 炭化物2％  

4 黒褐 微 ◎◎ AsC・HrFP2％ 焼土粒2％  

A区 H8号住居跡 竃セクション  

1 にぷい黄褐 細 00 焼土粒1％  

2 にぷい黄褐 細 ○◎ 焼土粒5％ 炭化粒2％  

3 灰黄褐  細 ○◎ 粘土ブロック5％ 焼土粒5％  

4 褐灰  微 △○ 灰層   

B L＝120．7m  軒  

A 
1
2
3
4
5
6
7
8
8
9
1
0
 
 

現耕作土  

灰黄褐   

黒褐 細  

暗褐 細  

暗褐 細  

黒褐 徴   

集褐 微  

a 暗褐 微  

b 黒褐 微   

褐  微   

黒褐 微  

△
0
0
0
0
◎
◎
◎
◎
◎
 
 

0
0
0
0
0
0
◎
◎
0
0
 
 

粗
 
 

As－B浪士層  
AsC・HrFP20％  

As－C・HrnFPlO％  

AsC・HrFP5％  
As－C・HrFP20％ 炭化物5％  

AsC・Hr－FPlO％  

（H－9）  

（H9）  

（H－9）  

（H16）  

（H16）  

As－C・HrFP5％ 廃土粒5％  （H－16）  

AsC・Hr－FP5％ 焼土粒5％ 炭化物5％（H16）  
焼土粒10％  

焼土粒5％ 灰混じる  

（H－16）  

（H16）  

A区 Hr16号住居跡 竃セクション  
1 灰褐 微 ○◎ 焼土粒1％  
2 褐  微 ○◎ 焼土粒10％  
3 黒褐 微 ○◎ 焼土粒5％ 灰混じる  

30  

∃中  

A区 H29号住居跡 ベルトセクション  

1暗褐 細 00 AsC・HrFPlO％  

80  

L∴」・・ ・盲m  

Fig．9 Hr8・9・16・29号住居跡  
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A L＝121．1m  

」L＝121・1m  ⊥ 」」L＝121・1m  

A区 H7，10，11号住居跡 ベルトセクション  
1暗褐 細 ◎O As－C・HrFP20％  （H7）  

2 黒褐 微 ◎O AsC・Hr－FPlO％炭化物1％ （Hr7）  
3 黒褐 微 ◎◎ AsLC・HrFP5％ 炭化物1％ （H7）  
4 暗褐 細 ◎O AsC・Hr－FP20％ 炭化物1％ （H－10）  A区 H－11号住居跡 竃セクション  

1黒褐  細 ◎O AsrC・HrFP2％  

2 黒褐 微 ◎O AsC・Hr－FPl％ 焼土粒2％  
黒褐 微 ◎◎ As－C・HrFPlO％  （H10）  

黒褐 徴 ◎◎ AsC・HrFP2％ 炭化物2％ （H10）  
暗褐 微 ◎O AsC・HrFP20％ 炭化物1％ （Hpll）  
黒褐 微 ◎◎ AsrC・HrFPlO％ 炭化物2％ （H11）  

区  
灰褐  細 00 焼土粒2％   

a  

b  

灰黄褐 微 △○ 灰層 炭化物2％  

5  

6  

7  

8   

A  

1  

2   

2b 

3  

黄橙色ブロック（¢10mm）2％  

焼土ブロック（¢30～50mm）10％  

灰層  

◎
○
 
 

◎
◎
 
 

微
微
 
 
 

褐
 
 

褐
暗
 
 

黒
極
 
 
 

り
J
 
 
」
 
 

∽  
jm   

A区 H－10号住居跡 竃セクション  
1黒褐  微 ○◎ AsC・HrFP20％ 焼土粒2％  
2 灰褐   徴○◎焼土粒5％炭化物2％L 60  

3 にぷい赤褐 微 ○◎ 焼土粒10％  
4 褐灰  微 △○ 灰層  

Fig．10 H7・10・11号住居跡  
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E′ F  

添露  
A区 H12号住居跡 P．号柱穴セクション  

1黒褐 細 ◎O AsC・HrFP5％ 炭化物2％  

A区 H13号住居跡 P2号柱穴セクション  

1 黒褐 微 △◎  

2 灰褐 微 △○ 焼土粒20％ 炭化物5％（遺物多数）  

A区 H－13号住居跡 P3号柱穴セクション  

1灰褐 微 △○ 焼土粒20％ 炭化物5％（遺物多数）  

A区 H12，13，14号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  

2 灰黄褐   粗 ○△ As－B混土層  
3 にぷい黄褐 細 00 AsC・HrFP20％  （H13）  

4 黒褐  細 00 AsC・Hr－FPlO％  （H13）  

5 暗褐  細 00 As－C・HrFPlO％  （H13）  

6 暗褐  微 ○◎ AsC・HrFPlO％  （H13）  

7 黒褐  細 00 As－C・Hr－FP20％ 炭化物5％（H－12）  

8 暗褐  細 ○◎ AsC・HrFP20％ 炭化物5％（H12）  

9 黒褐  微 ◎◎ As－C・Hr－FPlO％ 炭化物5％（H－12）  

10 暗褐  微 ○◎ AsC・HrFPlO％  

11暗褐  細 00 AsC・Hr－FP20％  （Hp14）  

12 暗褐  細 00 AsLC・HrFP5％ 炭化物5％（H14）  

調査区外  

A区 H18，20号住居跡ベルトセクション  

1 現耕作土  

2 灰黄褐   粗 ○△ AsB混土層  

3 にぷい黄褐 細 00 As－C・HrFP20％（H－18）  

4 暗褐  細 ○◎ AsC・HrFP20％（H18）  

5 黒褐  細 ○◎ As－C・HrFP20％（H－18）  

6 黒褐  細 00 AsC・Hr－FP20％（H20）  

微 ○◎ As－C・HrFP20％（H¶20）  

曾．1．．1主80   

Fig．11H12～14、18・20号住居跡  
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」L L＝121．1m  

D L＝121．1m  D′  

⊥   

A区 H17号住居跡 竃セクション  

1 黒褐 細 ○◎ As－C・HrFP5％ 炭化物1％  

2  黒褐 微 ○◎ 焼土粒2％  

3  暗褐 微 ○◎ 焼土拉2％ 炭化物2％  

4a 褐  微 ○◎ 焼土粒5％ 炭化物5％  

4b 黒褐 微 ◎◎ 焼土粒10％  

5  褐灰 微 △△ 灰層 焼土粒10％  

A区 H17号住居跡 竃袖裁ち割りセクション  

1 黒褐  微 ◎◎  

2にぶい赤褐微○◎ 三完ぷい綱芸呂呂黄艶ブ。ツ，2％．巨±上⊥ご＿＿J  

Fig．12 H17号住居跡  
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C L＝120．7Ⅶ  J  

A区 H19号住居跡 ベルトセクション  

1黒褐 細 ◎O AspC・HrFP20％  

2 暗褐 細 ○◎ As－C・HrFPlO％  

3 黒褐 微 ○◎ AsC・Hr－FP5％ 炭化物2％   

A区 Hl19号住居跡 竃跡セクション  

1灰褐 微 ◎○ 焼土粒10％ 灰混じる  

下部に灰層  

A区 H19号住居跡 P5号柱穴跡セクション  

1黒褐 微 ◎◎ 焼土粒10％ 炭化物10％   

B L＝120．6m  

A区 H－23号住居跡 ベルトセクション  
1 現耕作土  
2 灰黄褐 粗 ○△ As－B浪土層  
3 黒褐  細 00 AsC・HrLFPlO％  
4 黒褐  微 ◎◎ As－C・HrFP5％   

A区 H23号住居跡 竃セクション  
1 暗褐 細 00 AsLC・HrFP5％  
2 黒褐 細 ◎○ AsC・Hr－FPl％ 焼土粒1％  
3 灰褐 微 ◎◎ 粘土ブロックあり  
4 黒褐 微 ◎◎ 灰層 焼土ブロック（¢10mm）有   

A区 H－27号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 褐  細 00 AsnB混土層 As－C・HrFP5％  
3 にぶい黄褐 細 ○◎ AsC・HrFPlO％ 焼土粒2％  
4 暗褐  微 ○◎ AsC・HrFP15％ 黄橙色ブロック（¢2nm）1％   

A区 H－27号住居跡 竃セクション  
1黒褐 細 00 As－C・HrFPl％ 焼土粒1％  
2 黒褐 微 ◎○ 焼土粒2％ 黄橙色ブロック（¢10m皿）有り  
3 黒褐 微 ◎◎ 灰層 焼土プロツタあり   

B L＝120・6m  迅」  

C L＝120．6m  ＿⊆」   

ヒ「，「．．」竺 
m   

Fig．13 H19・23・27・30号住居跡  

35 －  



E L＝121．2m   
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D L＝121．2m  

出
圃
同
学
 
 

A区 H21，22号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 灰黄褐  
3 にぶい責褐  
4 黒褐  
5 黒褐  
6 黒褐  
7 褐  
8 灰褐  
9 明赤褐  
10 黒褐  
11黒褐  
12 黒褐  
13 黒褐  
14 にぷい黄褐  

AsB混土層  
As－C・Hr－FP20％  
AsC・HrpFP20％  
As－C・HrFP20％ 焼土粒2％  

△
0
0
◎
◎
0
0
0
◎
0
0
◎
◎
 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
◎
○
 
 

粗
細
細
細
微
微
徴
微
細
細
細
微
微
 
 

（H22）  
（H－nnl  

AspC・Hr－FP20％ 焼土粒2％ 炭化物5％（Ii  
（H一ム∠ノ  

（H－22）  

（H22）  

（H－22）  

（H21）  

（H－21）  

炭化物5％（H21）  
（H－21）  

焼土粒10％  
焼土粒5％ 灰混じる  
焼土プロツク20％ 下部灰層  
As－C・HrFP20％  
AsC・HrFP20％ As－C多い  

As－C・Hr－FPlO％  
AsC・HrrFPlO％ 焼土粒5％  
焼土ブロック20％  

A区 H－21号住居跡 竃セクション  
1黒褐 細 00 AsLC・HrFPlO％ 焼土粒5％  
2 褐 微 ○◎ 焼土ブロック（¢30mm）5％ 焼土粒10％  
3 灰褐 微 00 焼土ブロック2％ 焼土粒10％  
4 黒褐 微 △△ 灰層   

A区 H－21号住居跡 旧竃セクション  
1灰褐  細 00 焼土粒10％ 煙道部に焼土ブロック有り  
2 にぷい赤褐 微 ○◎ 焼土ブロック20％  

A L＝121．3m  

1：60 

‡m L．∴i8口二＝∃   
Fig．14 H21・22・24号住居跡  
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D L＝120．6m  
H－25  

E L＝120・6m ＿上  

A区 H25号住居跡 ベルトセクション  

1 暗褐 細 00 AsC・Hr－FPlO％  

2 黒褐 微 ◎O  

A区 H－25号住居跡 竃セクション  

1黒褐 細 00 As－C・HrFP2％  

2 褐灰 微 ◎◎ 黄橙色ブロック（¢101M）有り  

3 明褐 微 ◎◎ 焼土ブロック有り  

4 褐  微 ◎◎ 灰層  

B′  

C L＝120．6m  上   

B L＝120．6m  

L［ － 30  

A
 
L
＝
－
芦
旨
 
 

Fig．15 H25・31号住居跡  

－ 37 －   



C′  

竃セクション  

AsC54％ 焼土粒5％  

焼土ブロック20％  

焼土ブロック10％  

跡
◎
◎
◎
◎
 
 

居
◎
0
0
0
 
 

住
 
 

号
微
微
細
微
 
 

3
 
 

3
 
 一
褐
 
褐
褐
 
 

H
暗
褐
黒
黒
 
 

区
a
 
b
 
 

A
 
l
1
2
3
 
 灰油じる   

A区 H－34，35号住居跡 ベルトセクション  
1異褐 細 ◎O AsC・Hr－FP20％  
2 黒褐 微 ◎◎ AsC・HrFP20％  
3 暗褐 細 ◎O AsC・Hr－FP20％  

炭化物2％   
盟
似
同
学
 
 

A L＝12仇7m  

A区 H－36号住居跡  

竃セクション  

1 暗褐 細 ◎◎  

As－C・HrFP5％ 焼土粒5％  
2 暗褐 微 ◎◎  

As－C・HrFPl％ 焼土粒5％  
粘土ブロック（◎10mm）有り  

3 灰褐 微 ◎○  
灰層 焼土粒5％  

－ 38  



B／  

C L＝120．8皿  
C′   

A′  

○  ＝40 6爪   

A区 W1号滞跡セクション  

1 現耕作土  

2 にぶい黄褐  

3 灰黄褐  

4 灰黄褐  

5 黒褐  

6 黒褐  

7 暗褐  

8 暗褐  

糸田 ○△  

粗 ○△  

細 00  

細 00  

粗 ◎○  

粗 ◎（⊃  

粗 ◎○  

AsB20％  

As－B20％  

AsB20％  

As－B20％  

AsB20％  

As－B50％  

AsB50％  

じゃり石50％  

中央部に砂利層あり  

上部に硬化面あり  

上部に硬化面あり  

砂利石20％ 上郡に硬化面有り  

砂利石20％ 炭化物2％  

上部に硬化面有り 底部に鉄分凝結  
8’にぷい黄褐 細 △O AsB20％  

Fig．17 W1号溝跡  

「 39  



㊥  

」」L＝121・2m  止  ＿  

虹．A区 W－2号溝跡セクション  
1 にぷい黄褐 細 00  

As－C，HrFP20％  

炭化物5％  

細 00  
AspC・Hr－FPlO％  

炭化物5％  

紳 00  
AsC・HrFP5％  

A区 W3号溝跡セクシ  

1 現耕作土  
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2 灰黄褐  

3 灰黄褐  

4 にぷい黄褐  

W－4 「二旦二＿」＝二。＿上＿＿－  

L＝121．2Ⅶ  1  

A区 W－4号滞跡セクション  

1 現耕作土  
」L2 灰黄褐 粗 ○△ AsB混土層  
3 黒褐  細 00 AsC・Hr－FPlO％  
4 暗褐  細 00 As－ClO％  
5 暗褐  細 ○◎ AsC5％  

A区 W5号溝跡セクション  

1 現耕作土  
2 灰黄褐 粗 ○△ AsB混土層  
3 黒褐  細 00 AspC・Hr－FPlO％  
4 黒褐 微 ◎◎ As－C・HrFPlO％  

炭化物10％ 遺物多数  
5 黒褐 微 ◎◎ AsC・HrFP5％  

A区 01号落ち込み状遺構セクション  

1黒褐 細 00 AspC・Hr－FPlO％ 炭化物5％  
2 暗褐 微 00 As－C・HrFP5％ 炭化物5％  

1 : 120 1■l  

Fig．18 W－2～8号溝跡、0－1号落ち込み状遺構  
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A L＝121．5m  LL＝121．6m  
＿＿  ＿＿旦  

、W－15 W－16 W－13 n「  
¶ナ＿T▲＿＿＿  

A区 W9号溝跡セクション  
1暗褐 細 ◎O AsC・Hr－FPlO％  
2 黒褐 微 ◎◎ As－C・HrFP5％  

炭化物2％  
3 黒褐 微 ◎◎ AsC・Hr－FP2％   

A区 W10号満跡セクション  
1暗褐 細 00 AsC・Hr－FP20％  
2 異褐 細 00 As－C・HrFP5％   

A区 W－11号溝跡セクション  
1 にぷい黄褐 細 00 AsC・HrFPlO％  

炭化物1％  
2 灰黄褐   細 00 AsC・Hr－FP5％  
3 黒褐  微 ○◎ As－C・HrFP2％  

○・ 1：40  1th            ヒ＝「‘・・；二：：：：：∃   

A区 W13・14・15・16号溝跡セクション  

1 現耕作土  
2 灰黄褐   細 ○△ AsB混土層（AsB50％）  

3 灰黄褐   粗 ◎△ As－B20％  

上部が非常に堅緻  （W13）  

AsBlO％  （W－13）  

As－C・HrFPlO％ （W14）  

AsC・Hr－FP20％ （W14）  

AsC・HrFP20％ （W15）  
AsC・HrFPlO％ （W15）  
AsC・HrLFPlO％ （W－16）  

As－C・HrFPlO％  

上部が非常に堅緻  （W－16）  

4 にぷい黄褐 細 00  

5 暗褐  細 00  

6 にぷい黄褐 微 00  

7 暗褐  細 00  

8 黒褐  糸田 00  

9 にぶい黄褐 細 00  

10 暗褐  細 00  

区 W－12号滞跡セクション  11暗褐   

12 黒褐  

細 ○◎ As－C・HrFPlO％  
上部が非常に堅緻  （W－16）  

微 ○◎ As－C・HrFP5％ （W16）  
L にぷい黄褐 細 00 AsC・HrnFPlO％  

2 暗褐  細 00 As－C・HrFP5％  

卜  

J＝121・4mト  A′  

A区 D1号土坑セクション  

1灰黄褐 粗 ○△ As－B浪士層（AsB50％）   

A区 D3号土坑セクション  

1灰黄褐 細 △△ AsB混土層（AsB50％）   

A区 P－1号ピットセクション  

1黒褐 細 ◎O As－C・HrFP5％  
2 暗褐 細 00 AsC・Hr－FP5％ 炭化物2％  

0  1二 60  2m  

160 J  
止牽l乱丁l  」L  

Fig．19 W－9～16号溝跡、D1・3号土坑、P1号ピット  

41－   



、 ‘■       ●▲－■・■■． 一－■＿＿■■i■■－・    ・  ■●      ±－／・L二＿    ＝・・こ＼‾・＝・、・栗症・・・・か   

轟r 畠‾芸妄こ＼ 劇■jき一′‾・．瓜  

・0・  1／3  t恥爪  

Fig．20 H－1～4・6号住居跡出土遺物  
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＼  

十も  

甘 
粕■，．ゝ  

ヽ、．．＿＿．ノ  
＼  

・、∴＼′●   

臼  

O  l／3  

Fig．22 H10～13号住居跡出土遺物  
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37（lト15）  

■  

： 
ヽ■．            ．l■ ▲  
▼ト■ ■■  

t曾■J∴≠  
・・ ′■■■  
十腑  38（H－15）  

■■「、  

52（H【21）  

53（H22）   

01／3 ヒ＝［∵3 二二㌢   
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68川－27）  

Fig．24 H－23～25・27・37号住居跡出土遺物  
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91（01）  

87（H－36）  

93（0－1）   

Fig．26 H36号住居跡、01号落ち込み状遺構、W2・5号溝跡出土遺物  
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＿jク／芭暫  

108（H－8）  

・一一一・  

111（ロー27）  107（H－8）  
110（H－25）  

116什1－32）  

‾‾「丁  ∴ゝこ、、／  ▽＝ヂ  
128（0－1）  

］  
125（0－1）   

115（H－29）  
129（01）  

127（0－1）  

琶≡［苛  
124（0－1）  

123（0－1）  

131（グリッド）  

103（1V－9）  

ノ椚†七・一＼104（W－9）  
′‾  ヽ  

106（グリッド）   

0  1／3  相川  

Lrr．．こ・＿ニ 

Fig．27 緑粕陶器、W－9・11号溝跡出土遺物  
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ll 鉄1（H－4）  

0  1／3  】Ocm  

石1（グリッド）  

瓦19（1V－2）  
瓦6（ロー17）  

畏 
gcm 

瓦17（H－16）  

．』  

瓦11（H－24）   
エ：ニ＿．票こユー  
、V  

瓦2（H－8）  

瓦18（W2）  

王¶cm  

Fig．28 鉄製品・石製品・瓦（1）  
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瓦5（H－17）  

瓦3（H－17）  

瓦4（H－17）  

瓦9（H－17）   

瓦7（H17）  

瓦6（H－17）  

瓦10（H－19）  
瓦14（H－27）   

Fig．29 瓦（2）  
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打  Xl  40  X145 
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′r   
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耶  

1：200  

l・  10m  

：－⊥i－j 」 「「．二二i．ニ．IFJ   

Fig．30 元総社蒼海遺跡群（8）B・C区全体図  
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1基本層序  

C区  

Fig．31B・C区基本層序   

本遺跡B区・C区の地層の堆積は上記の通りである。  

遺跡内の微地形はほぼ平坦であるが、B区と比べC区はやや低い位置にある。奈良・平安時代の遺構構築面は  

ⅠⅠⅠ層で、ⅠⅤ層及びⅤ層まで堀込んで構築されている。なお、B区・C区は位置が離れ色調が異なるでの、それぞ  

れに記す。  

（B区）  

Ⅰ層 現耕作土  

ⅠⅠ層 灰黄褐色 粗（10YR4／2）  

締まり○ 粘性△  

ⅠⅠⅠ層 暗褐色 紳（10YR3／3）  

締まり○ 粘性○  

（C区）  

Ⅰ層 現耕作土  

AsB混土層  

ⅠⅠⅠ層 暗褐色 細（10YR3／3）  

締まり○ 粘性○  

ⅤⅠ層 黒褐色 徴（10YR2／2）  

締まり○ 粘性◎  

Ⅴ層 褐色 細（10YR4／4）  

締まり○ 粘性○  

ⅤⅠ層 にぷい黄褐色 細（10YR4／3）  

締まり○ 粘性○   

As－C・Hr－FP混土層  

AsC浪士層  

総社砂層の漸移層  Ⅴ層 褐色 細（10YR4／4）  

締まり○ 粘性○  

ⅤⅠ層 にぷい黄褐色 細（10YR4／3）  

締まり○ 粘性◎  

総社砂層  
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2 遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡   

H－1号住居跡（Fig．32・36・37、PL．8・14）  

位置 X141・142、Y140・141グリッド 主軸方向 N108O－E 規模 東西3．66m、南北2．82m、壁現高27．O  

Cm。面積 7・62rn2 床面 全体的に平坦で塁緻な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－1040E。  

全長134cm、最大幅84cm、焚口部幅38cm。構築材に粘土、瓦を用いる。貯蔵穴 長径70cm、短径57cm、深さ57cm  

の楕円形。重複 H9と重複しており、新旧関係はH9→本道構の順である。 出土遺物 土師器37点、  

須恵器20点、瓦13点、鉄類2点。そのうち杯1点、瓦1点を図示。 備考 時期は覆土や出土遺物から11世紀前  

葉と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．32・36、PL．8）  

位置 Ⅹ143・144、Y144グリッド 主軸方向 N96D－E 規模 東西［2．10］m、南北［2．72］m、壁現高45．Ocm。  

面積（3・04）ポ 床面 平坦でやや堅緻な貼り床。竃 不明。 出土遺物 土師器1点、瓦1点。備考 時  

期は覆土から上限はHrLFP降下以降、下限はAs－B降下以前と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．34・36、PL．9）  

位置 X141、Y129・130グリッド 主軸方向 N－940E 規模 東西3．32m、南北（2．02）m、壁現高48．Ocm。  

面積（5・44）が 床面 堅徴ではほぼ平坦な貼り床。竃 不明。 出土遺物 土師杯37点、須恵器20点、瓦13  

点、鉄類2点。 備考 時期は覆土から上限はHr－FP降下以降、下限はAs－B降下以前と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．33・36・37、PL．9・14）  

位置 Ⅹ141・142、Y128・129グリッド 主軸方向 NL810E 規模 東西（2．94）m、南北（4．03）m、壁現高  

38・Ocm。 面積（8．29）ポ 床面 やや堅微な貼り床。 竃 不明。 出土遺物 土師杯50点、須恵器47点、緑  

和陶器1点、瓦11点、石類2点。そのうち坪1点、高台鉢1点、瓦1点を図示。備考 時期は覆土や出土遺物  

から10世紀後葉と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．33・36・37、PL．9・14）  

位置 Ⅹ138、Y128・129グリッド 主軸方向 N－79OE 規模 東西（2．79）m、南北4．58m、壁現高31．Ocm。  

面積 9．91m2 床面 やや塁緻な貼り床。憲 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－9lO－E。全長118cm、  

最大幅103cm、焚口部幅26cm。構築材に凝灰岩・川原石・瓦・須恵器を用い、黒褐色の粘土で被覆している。 重  

複 H6と重複しており、新旧関係は本遺構→H¶5の順である。 出土遺物 土師杯102点、須恵器161点、  

瓦15点、鉄類1点。そのうち杯1点、高台椀2点、羽釜1点、瓦3点を図示。備考 時期は覆土や出土遺物か  

ら10世紀後葉と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．33・36・37、PL．9・14）  

位置 Ⅹ137・138、Y128・129グリッド 主軸方向 N108ローE 規模 東西3．84m、南北5．02m、壁現高72．O  

Cm。面積17．12Ⅰガ 床面 ほぼ平坦な床。竃 東壁南に位置する。主軸方向N1160－E。全長56cm、最大  

幅76cm、焚口部幅40cm。構築材に凝灰岩・瓦を用い、粘性の弱い粘土で被覆している。貯蔵穴 P5a 長径  
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48cm、短径42cm、深さ19cmの円形。P5b 長径64cm、短径56cm、深さ46cmの円形。重複 H5と重複して  

おり、新旧関係はH5→本遺構の順である。 出土遺物 土師杯201点、須恵器59点、灰粕陶器3点、瓦25点、  

鉄類2点。そのうち杯6点、高台皿1点、瓦4点を図示。備考 時期は覆土や出土遺物から11世紀前葉と考え  

られる。  

H－7号住居跡（Fig．34・36、PL．9・15）  

位置 Ⅹ136・137、Y128グリッド 主軸方向 N820－E 規模 東西3．76m、南北（1．60）m、壁現高41・Ocm。  

面積（5．29）扉 床面 やや堅撤な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－780－E。全長12Ucm、最  

大幅88cm、焚口部幅48cm。構築材に粘土を用いている。出土遺物 土師杯118点、須恵器5点、石類2点。その  

うち杯6点、坪2点、案1点を図示。備考 時期は覆土や出土遺物から8世紀前葉から中葉と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．34・36）  

位置 Ⅹ135、Y128・129グリッド 主軸方向 Np760E 規模 東西（1．30）m、南北（3．18）m、壁現高45・Ocm。  

面積（2．65）rn2 床面 ほぼ平坦な床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－740E。全長140cm、最大幅  

118cm、焚口部幅38cm。構築材に粘土を用いている。 出土遺物 土師杯101点、須恵器4点、鉄類1点。そのう  

ち杯1点を図示。 備考 時期は覆土や出土遣物から8世紀前葉と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig．32・36・37、PL．8・15）  

位置 Ⅹ141、Y140・141グリッド 主軸方向 N960－E 規模 東西［2．34］m、南北（1．60）m、壁現高13・Ocm。  

面積（2．35）鯉 床面 部分的に堅緻で平坦な床。竃 不明。重複 H－1と重複しており、新旧関係は本  

遺構→H－1の順である。出土遺物 土師杯4点、須恵器2点、瓦1点、鉄類9点。そのうち杯1点、鉄類2  

点を図示。 備考 時期は覆土や出土遺物から10世紀代と考えられる。  

（2）溝  跡   

W－1号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ137・138、Y128～130グリッド 主軸方向 NplOW 長さ 7．4m 最大幅 上幅0・62m、下幅0・34  

m 深さ 30．5。m 形状等 逆台形 重複 W2重複し、新旧関係は本遺構→W－2の順である。出土遺物  

土師器51点、須恵器21点、瓦4点。備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からHr－FP降下以降からAs－B降下以  

前と考えられる。  

W－2号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ137・138、Y128～131グリッド 主軸方向 N－60W 長さ11．9m 最大幅 上幅1・20m、下幅0・78  

m 深さ13．5cm 形状等 逆台形 重複 Wr2重複し、新旧関係はW1→本遺構の順である。出土遺物  

土師器54点、須恵器23点。 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAs－B降下以降と考えられる。  

W－3号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ139・140、Y128・129グリッド 主軸方向 Nr320W 長さ 8．5m 最大幅 上幅1．52m、下幅0・90  

m 深さ18．5cm 形状等 U字形 備考 流水の痕跡無し。時期は覆土からAs－B降下以降と考えられる。  
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（3）土坑・ピット・井戸跡（Fig．15・36）  

土坑・ピット・井戸跡については、Tab．12 土坑・ピット・井戸跡計測表（P58）を参照のこと。なお、D－1  

の土師器1点を図示した。  

（4）グリッド等出土遣物   

縄文土器2点、土師器84点、須恵器39点、瓦13点、灰和陶器2点、鉄類1点を出土した。  
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Tab．10 B・C区 住居跡等一覧表  

規 模（m）  竃  周  主な出土遺物  
遺構名  位 置       面積 （ーげ）  主軸方向  

位 置   溝  

粘土、瓦  

N94D－E  

H－4  Ⅹ141・142 Y128・129  （2．94）  （4．03）  38  （8．29）  N－810－E  杯、高台鉢  

Ⅹ138  
H－5   Y12g・129  払■呵   ヰ・5甘  ニヨI  （9．91）  N－79QE  東壁中央南寄  凝灰岩、川原 石、瓦、遺物  、羽釜  瓦、鉄鎌   

H－6  ■Ⅹ137・138 Y128・129  き・上朗  忘・⊥由  ・紹  17．12  N1080E  東壁南   瓦、粘土  杯、高台皿  

H7  Ⅹ136i137 Y128  3．76  （1．60）  41  （5．29）  N82¢－E  東壁南寄   粘土  杯、賓  

H8  Ⅹ135 Y128・129  （1．30）  （3．18）  45  （2．65）  N－76q－E  東壁南寄  黒褐色粘質土    杯  
H－9  Ⅹ141 Y140・141  ［2．341  （1．60）  13  （2．35）  N－960E  l 王 鉄釘 l   

Tab．11B・C区 溝跡計測表  

深さ（cm）  
遺構名  位 置  長さ（m）  

上幅（cm）  下幅（cm）  

最小  最大  最小  最大  最小   
主軸方向  断面形  時 期  

W－1   
Ⅹ137・138  
Y128～130   7．4  30．5  14．0  62．0  42．0  34．0  23．0  N－lOW  逆台形  古  代   

W2   
Ⅹ137・138  
Y128′）131   11．9  13．5   6．5  120、0  96．0  78．0  56．0  N－60W  逆台形  中世以降   

Ⅹ139・140  
W－3   Y128・129   8．5  18．5  12．5  152．0  114．0  90．0  52．0  N－320W  U字形  中世以降   

Tab．12 B・C区 土坑・ピット・井戸跡計測表  

御名   位  置  長事由（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ141 Y141   70   40  35．5  楕円形  土4  

D2  Ⅹ141 Y128・129   102 96   4．5  ．．楕‾円形  土13  
D－3  Ⅹ140 Y128   110 102  49．0  楕円形  瓦1  

D4  Ⅹ135 Y130   72   60  42．0  楕円形  土2  

D－5  Ⅹ136 Y128・129   84 56  47．0  楕円形  土15  

D6  Ⅹ135 Y128・129   110   100  39．0  円 形  土7、須1  

P－1  Ⅹ139 Y128   54   50  37．5  楕円形  

P2  Ⅹ135 Y130   58   54  28．0  円 形  土1  

P－3  Ⅹ135 Y129   67   50  39．0  楕円形  土4、須1  

P4  Ⅹ135 Y129   60   54  50．0  ■ 円 形  土3  

トー1  Ⅹ13∂ Y128   104   90  70以上  円 形  土11、瓦1  

※ 土・・」二師器、須‥・調帯解  
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Tab．13 B・C区 土器観察表  

番号  出土過 構層位  器種名  ①口径②器高 （診底径  ①胎土（参焼成 ③色調（む遺存度   器郁の特徴・整形・調整技術  登録 番号   備  考   

137  H5  須恵器  （∋1d8（∋7月  ①細粒（∋良好   
床値  高台鉢  ③9．   

138  Ⅰ▲Ⅰ5 覆土  羽釜  （D［21．1］②（7．7） 小  ①訓粒（9良好 ③灰典褐④破片  種軽整形。口緑部二やや内偵、内・外面姫櫨撫で。胴部、底部二欠損。   36ほか  
擁地盤形。ロ縁・体部：外傾、休部中位に膨らみを持ち外反、内・外面   ロ  小型酸化爬∃  139  ⅠⅠ6  須心器  ①9．0（∋2．3  ①細粒 ②良好          床直  杯  （釦．8  （∋にぷい褐（封完形   校地撫で。底部：内面撫で、外而回転糸切り後撫で調整。   

fI6  須恵器  ①9，1②1．9  （∋中程（塾長好   椀観整形。口緑・休部  外傾、内・外面鯉髄撫で。底部：内面撫で、外  ロ  小型酸化焔  
140                   床直  斗  （卦5．4   ③にぷい褐 ④完形  而回転糸切り後撫で調整   
141  H6  須恵器  （∋9．0 ②2．3  （∋細粒（∋良好   韓鮭整形。口緑・休部：外傾、内・外面健櫨撫で。底部：内面撫で、外   9  小型酸化煩  
覆土  杯  ③4．8   ③にぷい褐（彰完形  而回転糸切り、外周箆撫で調整。   

142  ⅠⅠ6  須恵器  （丑9．8（∋2．6  （∋細粒（D良好   槻醒整形。ロ緑・休部：外傾、内・外面繊組撫で。底部：内面撫で、外   15  内面付着物あり、嗣i宰  
覆土  杯  （∋5．6   （9オリーブ灰（封はぼ完形  而回転糸切り、外周箆撫で調整。  として転用か   

1」3  ⅠⅠ6  須恵器  ①8．4 ②1．9  ①細粒（む良好   撞櫨整形。口緑■休部  外傾、内・外面柚輯撫で。底部：内面撫で、外  18  小型酸化焔  
覆土  杯  （∋5．1   （訃橙（彰完形   而回転糸切り、箆撫で  整。   

1∠i4  1Ⅰ6  泰山器  （丑14．6（餅．0  （か中粒（塾長好   銀盤整形。ロ緑・休部  外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、外面回  36  在射ヒ焔  
床直  杯  （卦7．2   ③にぷい黄橙 ④完形  転糸切り、外周箆撫で・  整。   

145  H6  須恵器  庄）8．8（診2．4  ①細粒 ②良好   純鮨塵形。ロ緑・休部  底部から大きく直線的に外傾、内・外面韓櫨撫  29  酸化焔  
覆十  高台皿  ③4．9   （診にぷい裁褐（彰完形  で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後高台を取り付けた。   

146  1Ⅰ7  土師界  （∋11．2（診3．・8  ①細粒 ②良好   口緑部：短く直立。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：浅い丸底、   31  
床直  珂こ  （ヨ   （釘橙 ④ほぼ完形  内面撫で、外面箆削り。   

1月7  Ⅰ▲17  土師器  ①10、9 ②3．7  ①細粒 ②良好   口緑部：短く内傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。底部：浅い丸底、   田  
床直  杯  （ヨ   （訃橙（弧ほぼ完形   内而撫で、外面箆削り。   ■ 

148  ⅠⅠ7  土師器  ①21．0 ②（8．8）   口縁部：やや直立気味から外傾、内・外面恍撫で。胴部上位：やや膨ら   19．22  
覆土  碧  巾   

149  1Ⅰ8  土師器  ①［17．．5］②（5．7）  （丑細粒（卦良好   口緑部：やや外傾、内面横撫で・外面桃撫で箆削り。底部：丸底、内面  
覆土  杯  ＠   （∋にぷい橙 ＠）破片  撫で、外面箆削り。   

‖9  須放こ署旨  ①［1d，4］②4．6  （彰細粒（∋良好   罷嘘整形。ロ緑・休部：やや外傾、内・外両難越撫で。底部：内面撫で．   ロ  やや酸化烙  
150                  床直  杯  ③6．7   （卦にぷい橙（封1／2  外面回転糸切り、外用箆撫で。   

151  ロ1  土師器  ①12．d ②4．15  ①細粒 ②良好   口綾部：やや外傾。内面横撫で・外面棋撫で。底部：平底、内面撫で、   ロ  題書あり  
床直  杯  （∋7．8   （診隆（彰完形   外面箆削りか。   

注）・・■¢聯位■は「床机：床面より10cm以」句の層位から検出、博士」＝床面より1ncmを超える層位から出土の2I珊に舟けた．t内棚出については「t刑と記載した。   
②口径、器高の単位はcmである。現存情を（）、復元値を［］で示した。  
③胎土は、細粒（0＿9‖lm以下）、中粒（1．0～1．9日m以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  
（彰焼成は、極点・良好・不良の三段階とした。  

Tab，14 B・C区 鉄器・鉄製品観察表  

番号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重さ  追存度  登録番号   備  考   

3  H9 床直  釘   8．0   0．8   0＿6   17．6  完形   2  

4  H－9 床直  引き金具  4． 0．6   0．6   21   2／3   6  

注）① 暦位は、「床直」：■■床面より10cm以内の     ∬世から耕此「払出J   床面より10cmを超える層位から    出土の2矧i削こ分けた。   
② 最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

Tab．15 B・C区 瓦観察表  

枚作り。凹面：布目有。凸面：机叩き。側面：面取り2回   17  

」6  左袖に使用   

一枚作り。凹面：和■目有。凸而：組叩き。側面：面取り1回．   27  

一枚作りか。凹面：布目有。凸面：軋叩き後撫でか。側面：而取り3回  田  
24  H5  平瓦  （D（92．9   （∋中拉（∋良好  

丸瓦  （9（33，5）（診2．3  ①中粒②良好 （∋灰典（む1／2   行基iC。凸而：縄叩き後撫で。凹面二布目有。偵J而二面取り2回。  48他  右壁に使用   

27  H6 笥琶  平瓦  ①（28．0）（∋1．d  ①中松（∋良好 ③灰④破片   一枚作り。凹面：和目有。凸面：机叩き。側面：面取り2回。   45  左壁に使用   

①中拉②良好  28  H一一6 竃  平瓦  （∋（18J2）（∋1．7   （診にぶい褐（卦破片  一枚作りか。凹面：布日石。凸而：純叩き。側面二面収り2回。   右袖に使用   

注）①層位はr慮粛」＝＝訂繭よりlむd以内の甘地から検出、「廿旺J：床面より10c…を超える層位から山土の2段階に分けた。確内の検出については「寵内」と記載した。   
②口径、器高の単位はclllである。現存値を（）、復元値を［］で示した。  
③胎土は、紬粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．On】m以HL）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記職した。  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  
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C区 H－1号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐 細 00 AsC・Hr－FPlO％ 焼土粒1％  
2 暗褐 細 00 As－C・HrFP5％   

C区 H－9号住居跡 ベルトセクション  
1 暗褐 細 00 AsC・Hr－上1P20％ 炭化物2％   

C区 H1号住居跡 竃セクション  
1灰褐  細 00 As－C・HrFP2％ 焼土粒1％  
2 褐  微 ◎◎ 焼土ブロック（¢10mm）1％ 粘土ブロック1％  
3 暗赤褐 微 ◎○ 灰層 焼土ブロック（¢10m皿）1％ 粘土ブロック1％  

巨 L＝122．1皿  j二  ＿  

∽  廿  

0
0
 
L
＝
－
N
N
．
冒
 
 

B区 H－3号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 にぶい黄褐 粗 ○△ AsB混土層（AsB50％）  
3 褐  細 00 AsC・Hr－FP20％ 黄橙色ブロック（¢5mLn）2％  
4 褐  細 00 As－C・HrFPlO％ 炭化物2％  

黄橙色ブロック（¢5mm）5％  
5 にぶい黄褐 微 00 As－C・Hr－FP5％ 炭化物2％  

C区 H－2号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 灰黄褐   租 ◎△ As－B混土層  
3 にぷい黄褐 粗 △△ AsB純層  
4 褐  細 00 As－C・HrFPl％  
5 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％  
6 暗褐  微 ◎O AsC・HrFPl％   

黄橙色ブロック（¢10m皿）5％  
微 ◎O AsC・Hr－FP2％ 炭化物1％  

黄橙色ブロック（¢5mm）2％  
6 褐  

0．  1：60  2m  

Fig．32 H1～3・9号住居跡  
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C′  

＿＿＿EJL＝122・6m  ＿旦   

B区 H5号住居跡 ベルトセクション  
1 にぷい黄褐 細 00 AsLC・HrFP20％  
2 暗褐  細 00 AsC・HrrFP2％   

B区 H－5号住居跡 竃セクション  
1黒褐   細 00 AsC・Hr－FPlO％ 炭化物10％  
2 褐  微 ○◎ 焼土粒10％  
3 にぶい褐 微 ○◎ 焼土ブロック20％（崩れた天井）  
4 褐灰   微 △△ 灰層  

A L＝122．6皿   匡  

1：60  

○：         2m r■・－」・＝  ＝∃  

Fig．33 H5・6号住居跡  
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＿＿＿L  C L＝122．7m   

B
．
L
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旨
 
 

D L＝122・7m  ＿＿且＿  

現耕作士  

B区 H－7号住居跡 べ／レトセクション  
1にぶい黄褐 細 00 As－C・HrFPlO％ 黄橙色ブロック（¢15mTn）1％  
2 灰黄褐  細 00 AsC・Hr－FPlO％ 炭化物1％  

黄樺色ブロック（¢5mm）1％  
3 浅黄  微 ◎◎ 粘土ブロック含む  

7号住居跡 竃セクション  
細 00 粘土ブロック5％  
細 00 焼土粒1％ 粘土ブロック1％  
細 00 焼土粒10％  
微 00 灰混じる  

H
 
褐
褐
褐
 
 
 

褐
暗
暗
黒
 
 

区
 
 

B
 
1
 
2
 
3
 
4
 
 

B区 H8号住居跡 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 にぷい黄褐 細 00 As－C・HrFP20％  
3 暗褐  細 00 AsC・HrrFPlO％ 黄橙色ブロック（¢10皿m）5％  
4 黒褐  細 00 As－C・HrFP5％ 黄橙色ブロック（¢10nm）5％   

B区 H－8号住居跡 竃セクション  
1 にぷい黄褐 細 00 AsC・Hr－FP20％  

調査区外＿  細 ○◎ 焼土粒10％ 粘土ブロック（¢20mm）5％  
微 ○◎ 焼土粒20％ 焼土ブロック20％  
微 △○ 灰層  

2 暗褐  

3 暗赤褐  

4 褐灰  

0  1：30  1m  

L＝122．5皿  1  

B区 H4号住居跡 ベルトセクション  

1 規耕作土  
2 AsB混土層  AsB浪士層  
3 暗褐  紐 00 As－C・HrFP5％ 黄橙色ブロック（¢2nm）2％  
4 にぷい黄褐 微 00 AsC・Hr－FPl％  

80   

㌣‥1∴  言【  

Fig．34 H－4・7・8号住居跡  
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A L＝122・1m  A′  ＿＿＿塾」L＝122．5m  J」  

山＝122．5m ト  止  
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2号潤跡セクション  B区 D－3号土坑セクション   B区 D6号土坑セクション  

1 にぶい黄褐剋 00 As－C・HrFPlO％  

黄橙色ブロック（¢10mm）5％  

2 暗褐    細 00 AsC・HrFP5％  

B区Ⅰ1号井戸跡セクション  

1 灰黄褐   細 00 As－B50％  

2 にぷい黄褐 細 00 AsB50％  

1 にぷい黄褐 細 00 AsC・HrFPlO％  

B混土層（WL2）  2 灰典褐  糾 00 AsC・HrFPlO％  

B混土層（W1）  3 暗褐   細 00 AsCiHrFP5％  
B浪士層（W1）  4 にぶい黄褐 細 00 AsC・Hr－FP2％  

B区 D4号土坑セクション  

S
 
S
 
S
 
A
 
A
 
A
 
 
 

0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
 

粗
細
細
 
 

B区 W3号溝跡セクション  

1黒褐 細 ◎◎ AsC・HrFPlO％  1にぶい黄褐 組 00 AsC・HrFP20％  

2 果褐 細 00 AsC・HrFPl％  黄橙色ブロック（d，10～30m）5％ 3 暗褐   微 00 As－B50％  

2 暗褐 細 00 As－C・HrFPlO％  

C区 D1号土坑セクション  3 褐 褐 00 AsC・Hr－FP5％  B区 P－1・2・3号ピットセクション  

1 暗褐    則 00 AsC・HrFPlO％  

2 にぶい黄褐 細 00 AsC・IirFP2％  B区 D5号土坑セクション  

3 灰黄褐  微 00 AsC・HrFPl％  1にぷい黄褐 細 00 AsC・Hr－FP20％  

2 暗褐   細 00 AsLC・HrFPlO％  

1 にぷい黄褐 細 00 AsC・Ill・－FPlO％ 焼土粒5％  

2 暗褐    細 00 AsC・HrFP5％  

B区 P－4号ピットセクション  

1 にぷい黄褐 細 00 AsC・IlrFP20％ 焼土粒5％  

2 暗褐    細 00 AsC・HrFPlO％ 焼土粒5％  

3 褐  微 00 AsC・Hr－FP5％  

Fig・35 W－1～3号溝跡、D1・3～6号土坑、I－1号井戸跡、P1～4号ピット  
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133（H－4）  132（H－1）   
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137（H－5）  

、  

＼一   

1 1  

′■皿■、  

＼・・． J  

142（H－6）  

144（H－6）  

Jヽ■l  

Jn 
． 
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ⅤⅠま と め   

本遺跡は、推定国府域の西側に位置する。なお、調査区が元総社蒼海遺跡群の西側及び中央の三カ所に分かれ  

るので、西側よりA区・B区・C区とした。A区では竪穴住居跡37軒、溝跡16条、土坑5基、ピット2基、落ち  

込み1基、道路状遺構1条が検出された。またB・C区では竪穴住居跡9軒、溝跡3条、土坑5基、ピット4基、  

井戸跡1基が検出された。   

本遺跡では古代から中世にわたる資料が得られた。この中で量的に多いのが9世紀の遺構と遺物である0ここ  

では、今回の調査で明らかになった遺構と遺物について概観していきたい。なお、時期区分については従来の元  

総社蒼海遺跡群の時期区分、Ⅰ期（～7世紀前葉：律令期以前）、ⅠⅠ期（7世紀後半～10世紀初頭：律令期）、ⅠⅠⅠ  

期（10世紀前葉～：律令期以後）に従いたい。  

1 竪穴住居について  

本遺跡から検出された遺構はⅠⅠ期が中心となり、ⅠⅠⅠ期は少なく、Ⅰ期に当たる遺構は確認できなかった0   

（1）A  区  

住居跡の規模は東西辺3～4m前後、南北辺4～5mが多い。主軸方向はN530～880－E以内に留まり、670  

～740に11軒、820～888に8軒と主軸方向にやや集中がみられたが、時期毎の違いは認められなかった。竃が検出さ  

れた住居跡について、構築材に視点をあててみると粘土や川原石・凝灰岩質砂岩・瓦などが用いられている0構  

築材と時期との関係をみてみると、8世紀の住居跡では凝灰岩質砂岩を用い、9世紀の住居跡では凝灰岩質砂岩  

と共に瓦を用いていたことが目立った。この中で特徴ある竃を表に示した。  

時期   遺構名  竃  の  特   徴   

H－1、2  
8世紀中葉  

H－3   両袖と煙道の両側と先端部に凝灰岩質砂岩を用い、煙道先端部には土師器碧形土器を使用   

H－7   両袖に凝灰岩質砂岩、煙道の先頭部に土師器葉形土器を使用  
9世紀中葉  

H25、27  両袖に瓦を使用  

9世紀後葉  H【17   凝灰岩質砂岩と共に、瓦を両袖や天井部、先端部などに多く使用  

10世紀前葉  H－4、8  凝灰岩質砂岩を両袖の構築材と支脚石に使用  

凝灰岩質砂岩が構築材として用いられていた住居跡は8世紀中葉から10世紀前葉に見られ、同じような凝灰岩  

質砂岩の利用は染谷川対岸に位置する鳥羽遺跡や周辺の元総社蒼海遺跡群などからも多く報告されている。また  

元総社小鬼内ⅤⅠ遺跡A区、鳥羽遺跡0・L区などでは凝灰岩質砂岩の採掘痕が確認されている。これらのことか  

ら、この地域には凝灰岩質砂岩の供給地が多数存在し、竃の構築材に利用することが比較的容易であったことが  

窺え、また構築材への利用がこの地域の大きな特徴と考えられる。   

瓦が構築材として使用されていた住居跡は9世紀と考えられる3軒（H－17，25，27）であった0特にH－17号  

住居の竃には多くの瓦が使用され、接合した結果一枚の瓦を6～8片に分割し使用していたことがわかった0こ  

れは瓦をどのように竃の構築材に用いるかを検証できた一例といえる。それらの瓦には「子」の鏡文字とは若干  

異なる押印文字や判読できない叩き目文字のある笠懸産の平瓦などの文字瓦があった。このことから竃に使用さ  

れた瓦は周辺遺跡と同様に、国分二寺で廃棄された瓦の二次利用と考えられる。ただこれらの瓦がいつ頃集落に  
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持ち込まれ始めたかについては、今後国分二寺の衰退などと関連させて検討していく必要がある。   

なお、A区の住居跡を時期別にみると以下のようになる。  

時期区分  7C後  8C前  8C中  8C後  9C前  9C中  9C後  10C前   

住居軒数  3   3   2   2   11   3   2  

国分二寺創建の8世紀中葉から住居軒数が減少し、9世紀中葉に増加することがこの表からわかるが、これは  

染谷川対岸に位置する上野国分僧寺・尼寺中間地域C・D区と同様な傾向となっている。明確に断定はできない  

が、この周辺では国分二寺創建期や国府成立時期には居住制限があったことが窺える。今後更なる調査によって  

この地域周辺の居住域の実態が明らかになることを期待したい。  

（2）B・C区  

B・C区で検出された住居跡は9軒と少ない。時代別にみると8世紀前葉が2軒、10世紀以降が7軒であった。  

住居跡の規模は東西辺3～4m前後、南北辺4～5mが多く、主軸方向はN－76。～1080－E以内に留まる。検出  

件数が少ないこともあって、時期による規模の違いははっきりしない。竃の構築材では、出土遺物から10世紀後  

葉と考えられるH－5では粘土や凝灰岩質砂岩・川原石・瓦を用いていた。11世紀前葉と考えられるH1，6  

では粘土や瓦を用いていたo A区と異なり8世紀後菓から9世紀の住居跡はまったく検出されなかった。推定国  

府中心部に近いこの辺りにも、この時期は土地利用上の規制が及んでいたものと考えられる。   

出土遺物は、B区のHL6号住居跡で鋼が付着した小形酸化焔焼成須恵器が出土している。これは口径9．8cm、  

器高2・5cm、底径5・6cmで内面に赤褐色の鋼が付着していた。内外面に直接火を受けた痕跡は認められないため、  

相場的な物でなく、溶銅を受けた取瓶的な物と考えられる。これは粕川町友成遺跡3次調査6号住居跡から出土  

した須恵器と同様な物かと思われる。ところで、本遺跡の東側に位置する元総社蒼海遺跡群（6）のH－19号住居跡  

南側付近から鍛冶工房跡と思われる遺構が検出されている。また、その近くの二つの土坑からは溶解した鉄が付  

着した須恵器の杯の破片も検出されている。鉄は内面に付着していることから、相場的な物として使用されてい  

たと考えられており、鍛冶工房との関連性が窺えるとされている。まだ詳しい規模等はわからないが、国府周辺  

域に鍛冶工房と思われる施設があったことは確かで、この遺構が一般集落に伴う鍛冶工房であった可能性がある  

とされている0本遺跡からも鉄辞がB区では合計160g、C区では120g出土している。そして銅が付着した須恵  

器がB区の住居跡から出土したことは、B・C区が元総社蒼海遺跡群（6）の鍛冶工房跡と思われる遺構と少なから  

ず関連があったと考えられる。今後の調査で国府周辺域の施設跡と住居跡の関連が明らかになっていくことを期  

待したい。  

2 A区出土緑粕陶器について  

本道跡A区では緑粕陶器が37点出土した0これだけ多くの緑粕陶器が出土する遺跡は珍しく、周辺遺跡でもあ  

まり例がない0これらについて群馬県埋蔵文化財調査事業団の神谷佳明氏の鑑定によれば、時期は器形の特徴や  

陰刻花文の施文状態から9世後半から10世紀前半のものが多く、種類は椀、皿、稜椀、稜皿、耳皿、高台などで  

ある0高台はいずれも付け高台で、この特徴から産地は尾張、東濃など東海地方産と考えられるとのことであっ  

た。   

37点の緑粕陶器の内13点は、A区南東部、東西方向に走行する大溝の北側の炭化物を多く含んだ落ち込み（以  

下0－1）から出土した0そのうち4点は内側と口綾部に明瞭な箆書きの四弁花文を主とする陰刻文様を有する  
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稜椀であった。ここでは集中して出土した01を中心に本遺跡における緑柚陶器の意義を考えていきたい。   

まず、周辺遺跡で緑粕陶器が多く出土した遺跡と本遺跡との比較を以下の表で示した。  

遺 跡 名   出土遺構   出 土 遺 物   備 考   時 期   

昭和36年工事   
山王廃寺  

塔心礎南東約  1号窯式期号  10世紀後半   
200m   

B区7号住居跡   
猿投窯産   

9世紀前半～  
国分境遺跡  

埋没土中及び溝  1〔世紀後半  

9世紀後半～  
清里・陣場遺跡   1～4号溝   椀、皿、段皿、香炉などの破片が164点  10世紀後半  

清里・長久保遺跡   1号土墳墓   輪花椀、輪花皿の完形   床面出土   10世紀前半   

9世紀後半～  
元総社明神遺跡IX   29トレンチ   皿、輪花椀、手付瓶の底部、休部、取 手破片が21点  いずれも小片  10世紀後半   

※本道跡   落ち込み状遺構  点   点出土   10世紀前半  元総社蒼海遺跡群（8）  住居跡、溝及び  椀、皿、稜椀、稜皿、耳皿の破片が37  落ち込みから13  9世紀後半～  
表に示した国分境遺跡（山王廃寺に付随する集落か）や清卦陣馬遺跡（富豪層居宅か、流通拠点）、清里長久  

保遺跡（富豪層の墓坑）とは遺跡の立地や性格が異なるので比較は容易ではないが、本遺跡の出土量は多い方と  

言えよう。特に13点の緑柚陶器が出土している0－1が、どのような性格を持った遺構であったかが大変気にな  

る点である。また、この遺構からは緑柚陶器以外にも火舎香炉の破片や灰柚陶器など多くの遺物が出土している。  

これは近隣の鳥羽遺跡Ⅰ区52号住居跡と似ている。この遺構では緑粕陶器や土器類、火舎香炉が多数出土し、住  

居跡の廃屋化に伴い集中的投棄が行われたのではないかと考えられている。この遺構と同様に0－1も同じよう  

な行為を受けた遺構であることも考えられる。鳥羽遺跡では連房式鍛冶炉等が見つかっており国衛工房と考えら  

れ、緑粕陶器もこれらの工房に伴う曹司で使用されていた可能性が考えられている0このような類例は相模国府  

周辺でも見られる。相模国府域の北側に位置する平塚市林B遺跡（「平塚市史」11下別冊考古（2）平塚市2004）の  

3号住居からは、0－1と同様に陰刻花文が施文さえた9世紀後半代の緑粕陶器が大量に廃棄された状態で出土  

している。この遺跡はその立地から津に関わる施設が存在した可能性が指摘されている。こうした国府域周辺で  

の大量な出土例は元総社蒼海遺跡群とも一致する例である。   

緑粕陶器は国衛などの役所や寺院、付属する集落遺跡を中心に出土することが多いと言われている0それも比  

較的まとまって出土するのは、国府近隣地域の集落が圧倒的に多い0なぜなら、国府周辺集落では、いわゆる在  

庁宮人層など国府に密接な関連をもつ有力層が、国府や市などを介して緑柚陶器を入手したと考えられているか  

らである。では、これら緑粕陶器がどのような場で用いられていたかであるが、平安京では貴族層の居宅などか  

らの出土状況から京都産の緑粕陶器は、公私の儀式・饗宴の場だけでなく、日常雑器として使用されていたこと  

が指摘されている。しかし、地方では非日常的な使用が行われたと見られている。国府近隣地域という位置から、  

改めて本遺跡の01の場合はと考えると、国府と密接に関連を持つ有力層が緑粕陶器を入手し、儀式・饗宴の  

場で使用した後に廃棄した場所であることが考えられる。また国府推定域から西に離れていることや国分二寺に  

近いことから、例えば、国司が祭祀の場で用いたものを国府近隣で廃棄した場所のように、仏教的要素を含むこ  

とも想定できる。   

緑粕陶器の利用については諸説があり、特に0－1についてはどのような遺構であるかはまだ検討を必要とす  

る。しかし、本遺跡や周辺遺跡では緑粕陶器がまとまって出土していることから、本地域が古代の上野国の中心  

地域と考えられていることを証左することは確かであろう。  
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今後も継続していく元総社蒼海遺跡群の発掘調査により、国府・国分二寺、さらには蒼海城と周辺集落との関  

わりがより明らかになっていくことを期待したい。  
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